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BBA BS Fp larnite 外 7 件 
BEE Ae BEWBIET VU ETT 外 7 件 
eB kB WRAGMA 外 6 件 

Aiwh Wok B AAT OM ARO Fd 
ae 3e BL pli 陶 士 の 電 失 移 陶 決 外 5 件 

i BE 石炭 中 の 窒素 化合 物 外 3 件 
a 科 fess NalO3-NaCl-H2,0 系 Bh 3 4A 


BHR 


EAC HB AEG 2 PE 
HABA DWRAS & 


Vol, Il, October, 1929, No. 


The Japanese Association 


of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 
President. ; 
Shukusuké Kézu (Chief Editor), Professor at Tohoku Imperial University, 
Secretaries, 


Manjir6 Watanabé (Editor), Professor at Tohoku Imperial University, 
Junichi Takahashi (Editor), Professor at Tohoku Imperial University. 
Seitaré Tsuboi (Editor), Professor at T6ky6 Imperial University. 
Assistant Secretary, 
Mineichi Masuda, Assistant Professor at Tohoku Imperial University, 
Treasurer. 
Kunikatsu Seto, Assistant Professor at Tohoku Imperial University, 
Librarian, 
Kenjiro Kato, Lecturer at Tohoku Imperial Uuiversity, 
Members of the Council, 
Nobuyo Fukuchi, Chief Economic Geologist of Furukawa Mining Co, 
Takeshi Ilirabayashi, Professor at TokyO Imperial University. 
Viscount Masaaki Hoshina, Member of Diet. 
Tsunenaka Iki, Professor at Tokyo Imperial University. 
Kinosuke Inouye, President of Ryojun College of Engineering, 
Tomimatsu Ishihara, Professor at Tohoku Imperial University, 
Nobuyasu Kanehara, Director of Imperial Geological Survey of Japan. 
Ryodhei Katayama, Chief Economic Geologist of Nippon Industrial Co, 
(Kuhara Mining Co,) 
Takeo Kato, Professor at T6ky6 Imperial University, 
Mikio Kawamura, Professor at Kytishii Imperial University, 
Shukusuké K6zu, Professor at Tohoku Imperial Univerity, 
Atsushi Matsubara, Professor at Kyoto Imperial University, 
Tadaichi Matsumoto, Professor at Kyiishii Imperial University, 
Motonori Matsuyama, Professor at Kyoto Imperial University. 
-Shintard Nakamura, Professor at Kyoto Imperial University, 
Seijiré Noda, General Manager of Aso Co, 
Takuji Ogawa, Professor at Ky6to Imperial University, 
Yoshichika Oinouye, Chief Geolegist of Imperial Geological Survey of rachis 
Ichiz6 Qmura, Chief Economic Geologist of Nippon Oi! Co, 
Yeijir6 Sagawa, Chief Economic Geologist of Mitsui Mining Co. 
Toshitsuna Sasaki, General Secretary of Furukawa Mining Co. 
Isosudzu Sugimoto, General Manager of Furukawa Mining Co. 
Junichi Takahashi, Professor at Tohoku Imperial University, 
. Korehiko Takenouchi, President of Nippon Mining Co, 
Hidez6 Tanakadaté, Lecturer at Tohoku Imperial University, 
Shigeyasu Tokunaga, Professor at Waseda University. 
Yaichiro6 Wakabayashi, Ex-Chief mining engineer of Mitsubishi Mining Co, 
Manjiro Watanabé, Professor at T6hoku Imperial University, 
Mitsuo Yamada, Professor at Tohoku Imperial University, 


Abstractors, 
Kenjiré Kato, Yoshinori Kawano, Mineichi Masuda 
Osatoshi Nakano, Tadahiro Nemoto, Kunikatsu Seto, ‘ 
Junichi Takahashi, Katsutoshi Takané, Shizuo Tsurumi, 
Junichi Ueda, Manjir6 Watanabé, Shinroku Watanabé 


Bumpei Yoshiki, Tsugio Yagi, 


ee 


£3 FVD TREE 


SF — 5 SR ra oe 


胎 和 四 年 十 月 一 日 


RR 


185 EA ES es & 7 TBR ER ORAL 


se 


Meant 高 橋 M — 


Ail OAM RARE, WHBY IERIE be, L2eMRML BORD 
GILT 6, HA EMGE SHI OO LMT ER 出来 る 。 KY HID EEL 
THM 2s 5 DARE LF SPITS, HAZ RORROMS 6, RE 
定 訟 に 達する に 至ら 5 な い 。 RUM ERY) 4 Bail) — ts BBs 
UAT SUNIC, LOB WMOR OWA BOP DIE A B LI, 一 方 
[PST RIICIR UG BAND AL BLL Ze (FAINT SERN SWB Bo 

後者 に 就 て は , BD vV—7 —, ベル トラ ン 以 來 , 殊 に 猫 の ボボ ト = ェ CH. 
Potonié) 等 の ェ ュ ョ ジー 的 研究 の 結果 , 現在 の 水 (主として 淡水 底 ) に 
於 ける 有機 物 の 堆積 , OBIE IBIS BALI eG Lb, HOLS 
の 結果 を 地質 陸 代 の 生成 に 係る 同様 な る 地 選 に 適用 し て , 大 に 湊 青 化 作用 
(Bituminierung) の 知識 に 貢献 する BAK. 他方 に 於 て は , エン ダラ 


1) 高橋 純一 , EAA RAR WALA CH ANCE ES 2 OBS AB OF) 
WB All 4 4% 6 JAD 


C2 D162 a A TR BR 


—EOUAS }, ABUT D 6, 2 OMMORRICAKS BHNLMOK o 
AULA OM es SAR 6, MIZE SECM), HERR ERCIROT 
生ずる か に 就 て は , 依然 と し て 多く の 疑問 を 残し て 居る 。 
_ 萩 者 等 の 年 来 の 研究 の 結果 を 線 合 すれ ば , 現在 の 特殊 な RKO 有機 無 
機 の 堆積 物 は , 石油 を 含む 地層 中 に 艇 見 せら れる も の と 同様 な る HA 
備 し , 現在 の 海底 泥 土 中 に 合 ま る ゝ 特殊 な 有機 物 (主として 脳 肪 物 )〉 か ら , 
Bie PCED る 特殊 な 源 青 物 ( 油 母 Kerogen, 叉 は Polybitumen, Stab- 
ilebitumen 等 と 呼ば れる ) に 進化 す る 機巧 も, Z LIED ATDOBMEC SH 
LT, を 推定 し 得る に 至 つ た 。 Wb, 現在 の 海 座 泥 上 中 に 含有 され て 居 
AMR e +E bs ABS RMS, EEO ABD PH Ici, 特に 海水 
中 に 於 ける 分 解 作用 に 回 し て 安定 な る 残留 物 で , HELM > BU b 互 
に 吸着 し て 水底 に 堆積 保存 され る も の で , CHORE RBC 石化 する 
に 従 ひ , 6 OPER BIRD (SRB CM し て 結晶 化す る 傾向 を 示 し , 或 は 再 
AEERIC ROT, 漁 第 に 純粋 な る 無機 磁 物 と な り , その 結果 , BM DEES 
る に 至 0, 選 等 は 岩石 中 の 各種 の 容 隙 等 に 集中 し て ES MA DIMAS (2B 
5 くそ の 一 部 は 石油 に ) 頃 化 する に 至る も の で ある 。 和 素 様 な 海 族 堆積 の 脇 
短 物 が 次 第 に 石化 する 作用 を , (0 (IRE Cdegelification) 2 弧 笑 する 
な ら ば , TEMG PORE CELE UT) 方 面 は , 2 OBE 
FAIL BET BR BS OBER < , 従来 信 ぜ られ た 様 な RRO 
結果 で な い 事 は , SUVEROARY LT & TT ZEDRECHSS 

石 酒 が 脳 肪 物 を 主 と す る BAe Rb UC, 選 と 吸着 混合 せる 無 
BERD ORBIEOCES 4 LR SBFORE, 以上 の 如く BAB 
ROGRD OBANT SICBOR LOT, 2% 世界 の 主要 油田 に 適用 UTE 


2) Fatael— AE ROB CREB 1 RG 2H BH 4 ARR 2 月 う 


Pe Saks Re et 163¢ 3-5 


== 


AT SMSEOOCKNE 4, Ze ABN BHF SBS NRCHS. ZEO 
場合 の SB IKWS, 多く SERRE, BERR, 酸化 鐵 , RMB ELT AAO 
で , SRB DRBORES, 同一 條 件 の 下 に 於 て & 同一 で な く , HO その 純 
度 等 の 状態 に より 著しく 異 つ て 居る 。 選 等 の 詳細 に 就 て は ; 目下 計 書 中 に 
属す る 富 験 の 完了 を 待つ て BRI SFCHAYD, WCBS 再 結晶 作用 
と 石油 生成 の 密接 な る 義 係 を 示す 一 例 を 架 げ や 3 。 

偽 畔 アル サス の ペッ シェ エルデ ロ ョ ロン ヌ 油田 の 北方 , ミユ ルゥ ターズ の 含 加 里 
HOU (2 CHAOS 岩 壇 結 旧 は , 外見 上 極め て 純粋 な る 結 曲 で あ 
OB, 之 を 水中 に 投 ず れ ば , WAS BURBS So RUMOR EC 
は 何等 石油 らし き も の は 認め 難く , 纏 か に ッ ウル ツ 反 應 に よ つ て 其 存在 を 知 
る 程度 で ある 。 こ の 岩 壇 言 に は 石油 を 件 は ず , 只 そ の 下 居 に は ABE 
lfm, DoW CRED HAZDATHS. BHA CISAMROH 0, 
ZONYSEZSOAURG て (メタン, 炭酸 を 主 と し, PROBUS 
U) PEED 46, LHORMBMAPIK & 石油 瓦 央 が 含有 され る に BO 
た も の と も 参 へ られ る 。 KU, SOUTHS, BHA LE RMOMPES 
UZ 2iBRB AMI MA, OS UTE 6 Rae RUE LTE BR 
SHRI LREDHAS. ZPOEX4 L, MBS aE DS, ill 
生成 に 特殊 な 義 係 を 有する 事 が 推測 出来 る 。 

然し 源 青 化 作 用 と 云 ふ 内 に は , 油 母 即ち 固形 源 青 の 生成 も 石油 の それ も 

含ま れ て 居る 。 克 に 油 母 と 石油 の 隔 係 を 明らか に する 事 が , 次 に 解決 す 可 
き 問 題 と な る 。 MAUS MEL MENLO AK 4, 陸 成 の も の と 海 成 
Di DLE OMMDH 0, 選 等 が 同様 に 石油 確 床 と 密接 な る Re T SP 
Bw, 且つ 何 牙 に 石油 は 海 成層 に の み 存 在 す る か 等 の 問題 も , AIK BEA %e HL 
へ る 必要 が 起 つ て 座る 。 

石油 磁 床 を 大 別 す る と, 原油 即 も 液 杖 の 石油 と, BEDE PB D ALE 


16404) a AK HR BS 


HE, 即ち 油 母 の 二 種 に な る 。 こ の 後者 は その 地殻 に 於 ける MHI BETIS 
却 つ て 石油 より る も る 多く, HHOABEAMCBO TZ FARR TRA 
演 に 類似 する 汐 油 を 生ずる も の で ある 。 WHE A UAL, WE AA (Ke- 
rogen shale), GHA (Oil shale), jf A (Bituminous shale) 等 の 名 
ACR KLh, 或 幌 者 は 之 を 以 て 石油 の 直接 の 恨 源 と 見 位 し て 居る が , TOW 
し も 然 ら ざる 所 以 は 著者 等 の 従前 より 主張 し 來 つ た 所 で ある 。_ 

MR ARAONT 6, HR Os Did, 著者 が 年 來 指摘 し PROTEC, it 
ROMROWAK &LZ2eROTHE SH, その 油 革 含量 は 常に 小 で , TOMA 
と 無 闘 係 に 存在 す DPS EA 稀 れ で ある 。 然るに 陸 成 の オイ ル ・ シ ェ エー ル 
は , 或 は 微量 の 石油 が 局部 的 に 存在 する 例 は あつ て 6, 油田 に 伴 ふ て 産 す る 
例 が な い 。 故に RROD 6S, ERO LO BPI ST AHA 
は , ROTA O OHAECTH SED 524, 

PEAS ERO AA vs yr— vd, HMO 8, その 湊 青 物 の 性 質 は ルル 
て 同様 と 考 へ られ KROKRD, 仔細 に 選 等 を 比較 する と , HI, OMA 
は 加熱 , DNC ST AEE, 及び それ 等 の 無機 成分 等 の HBT, HS 
DEBOH SEBS , MAIS AEC BS 4 ihn EE CKuckersite 
エス ト = ア 産 ) と , 陸 成 の を それ (Scotland shale, Broxburn) の 湊 書 物 を 比 
溢 すると, 次 の 通り で ある 。 


| CoH OR ene er ey eo 


Kuckersite 71.5 8.4 | 19.9 0.2 0.4 | 8.16 3.6 
Broxburn 71.3 8.2 | 16.1 ONS 1.4] 7.86 4.4 


即ち C, 了 の 割合 は 甚だ よく 近似 し て 居る けれ ど &,0O,N,S は 著 し き 差 
逢 を 示し て 居る 。 MUTZEOGRD, 所 調 湊 青物 の 成分 と し て , 如何 な る 


3) 高橋 純一 , 海 成 油 坪 頁岩 の FURIE の 一 息 例 CARERS 1 ARSE 6 BRI An 4 年 6 
AD 等 。 


RELAT SIEM GD CH 2, 

BC FC GERCBS OM + oF 2 - Oke A A ry r—r OM 
L,UKAv ery 7 ar ORAM & SMR AL, HEOMKE LYE 
達 の ある 事 が 知ら れる 。 


[ces CH) (0) 
KIC Av vv = 7 BD 84.90 13.70 1.40 
AVF 2 Yih 79.70 11.8) 8.50 


只 牙 に 注意 す 可 き は , 陸 成 オイ ル ・ シ エー ル の 油 母 叉 は 溜 油 は , Be その 
RABI, ROTH E OL BANEKABADS (, その 窒素 量 に 於 
第 — 


SF 4 5s 4 CC 

EE ROMEMAIMBIUEZ © LOW IRIS IN 

PK Aas UC HS 。 左端 上 部 は 泥 灰 岩 
TZ EKHKAMOLW BiCHS,. CO 一 見 矛盾 せる 如き 現象 る, Gill 

MA OSE L, 有力 な る 手 押 り と な る 事 を 注意 し な けれ ば な ら ぬ 。 

海中 雨 種 の 上 記 油 母 は , Hic t OM RIT COA OT, 有機 溶 別 に 
Wo る 溶解 度 を 異 に し , クタ ケル シッ ツタ ト の 如き は , HAOMMERE LOTS 
の 可 溶 分 を 塔 し , Z%e 700 分 の 1 HORE S tld, 殆 ん ど そ の 全部 を 


Pe Es a 165C5) 7 
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WNC LOCH LEW LEARN TE AC. de Lapparent : C. R. 1926), 
AERO) +1 vy r—vs, ZLAVMEEUMRERT ONES, 其 程度 
LRUKK ABBA UTES. KE BIOBBCMAT 云 へ は, 一 般 に 陸 
ROO, ZIRBE BATE) OBDLMAA 8 殆 ん ど 油 化す る 事 な 
く (Van Tuyle etc) その 差別 的 礎 力 を 用 ふる 場合 に る も, 辛うじて 油 化 の 兆 
候 を 認め る に 過ぎ な い (McCoy ; Trager etc), 天然 に も , 秩 様 な オイ ル シ 
ェ ー ル が , YB LSB ZT, 極め て 局部 的 に 石油 化す る 和合 は な 
WTS BOD, 一般に 云 へ ば 海 成 油 甘 は 陸 成 の を それ に 比 し , その 可溶性 も 大 
て で て, 且つ 外力 に ょ つて ゃ も 或 程度 まで は 石油 化し 易い 。 

以上 の 見 解 は , 陸 成 及び MO UME 2, BBR RAL, 或 は Buk 
BCE REA UT, MRNA IC ZBI ORD 出来 る 。 WRAOR 
に よめ , COBILISR A CH OD, 一般に 最初 は 油 母 が 岩石 の 基質 物 中 に 一 
RICA UTES. RO COLAMOMRME HSH LE) ) の 進む に 従 び , WE 
は 居 面 の 多孔 質 部 に 集中 し て , BKOMBS 2 o> >.> CINE 2 
表 は れ , 或 は AAPA EC ECKL, HROKMHUO N BHR, 化石 
DEES SCBRSEOCHS HENRI, 初 炊 的 の も の も FET 
Bo) 

Dit HRS, WEA AMR ERAT) BOB6NS. BRI 示 し た 
も の は Chal), 越 後 西山 油田 の 寺泊 北方 で 探 集 し た 標本 て , 油 母 を 含む 
MEA ADAG < HASNT COUMRO—BSD 石油 化す る に 至り , その 下 
BestWaAek PBA S ZCBEOR BOT, MEME PORAE Hh, その 
LAOS IN KOTREY ICAO RE LTRS. HIOACRKMNAED 
EEACHELA 4 C, © O30 (Shearing) CA: UKBMeBREOLT ATW 
AERO LTE So 同様 な 現象 は , 泥 放 岩 の 場合 に も 見 られ , BRE 
が 石原 岩 に 進化 する ぁ に 従 つ て , RAR ESE IS 原油 叉 は アス フッ 


enaspeaceioie ver 


研 © RM HK 3 187CL) 


TURP ERSR LTH S. COMMS, MEMOLT Mc, 互 に 
MEAT 7c RAK S HE © , Rb HEI TTC A ARI th UTI So 
越後 村 杉 の 「 魚 

岩 」 は , ERO WO 


TC, AAR, 急 化 石 を 
MRL, AIR th & 
7e OL, — 5h wh BE 
を 含有 する 如き 外 
Bite 2 UCE 6% 
WD, 2% his 


Se imiliz AU, 

wd oR BS な 

る 。 こ れ は 油 母 の 
上 は 秋田 産 確 覧 頁岩 の 断層 , 下 は その 成層 面 分 化 が 完全 で な い 


ー 例 で , Z7e TERT 8, RED ERG O BS % BD DHIETH 
Do 

ULORERERAT 4 と , HAAR OBE BD の 程度 に 應 じ て ,;, 
ZOTALEDOBRAPHED A Sir, その 最後 の 残留 物 と し て は , 比較 的 酸 
素 含 量 の 大 な る 油 母 が 石 基 中 に 微量 に 止 る に 過ぎ な いも の と 思 は れる 。 こ 

の 最後 の 油 母 CGestein bitumen) は 碧 通 油田 に 存在 する 油 母 真 岩 の そ れ に 
HES ALOT, TOBA DE ICAHE 3 ric Bi tC & BAW FLO 
で あら 3 。 然 し 海 成 油 母 岩 の 無 機 成分 に も 種々 な る 型 が あめ , 例 へ ば クッ 
ヶ ケル シッ ツ ト の 様 な 石碑 費 乃 至 白 雲 石 質 ), メニ = リッ ト の 如き 球 質 , Ise 
LE, 或 は それ 等 の 中 間 型 等 が ある 。 之 等 は 同一 條 件 の 下 に BTS HME 


VERA (BRED こ 
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WE ksh, 再 結晶 等 OME ROMMEL RI L, LOLBHREAD 
HMIC KOT BMLOMER ES 2. BIC HLOMER BC —-RMOBS 
に 就 て 云 ふ の み で ある 。 

現在 の 特殊 な 水 亡 堆積 物 に 就 て も , 上 と 同様 な 現象 が 認め られ る 。 Mh 
その 湊 青 的 有機物 の 大 部 は 膳 肪 物 で , ORB LRRD SHER, 有機 
PEVA HI Ze NOT RIS Z II LT 8, その 全部 を 抽出 する 事 は 困難 で て, そ 
DBE LEGA ST DILHCA SOA WROMIN ES So 

EE LPI WORDS SICBOKMAM, その 海水 中 に WO SR 
BES COERK-NCH65, PES, 22% 4 SMe 酸性 白土 と 
IB UL, ZUR RO Wk PC FILL, SD BME ORRIE 2 BIR LOS HSB, 
BROS AIT, 既に 著 し き 差 算 が 認め られ る 。 BSS BORE RTA 
BARES A SIC REEO) &, 海水 中 に 於 て は , その 保存 され る 期間 が 
He, HES HET SAR OM LT ODRRICEH T &, 猫 ほ 水中 に 粒 
EFSLOTHS Fo MUL CHEZ, BABA WU Ik 海底 火山 等 に 
LOT SHE 3h SHRBRD tA UT, BUR HERS ZI 至る も の 
で あら 5 。 MROBA F APGIEAD, PIA SEERO MS 8, 度々 石油 の 根 
源 と 夫 へ られ て 居る けれ ども その 華 常 一 様 な る 堆積 を 以 て 直ちに 石油 の 根 
。 源 と は 見 叙 し 難く , 種 々 な る 原因 に ょ つて と と 混在 する に 至 つ た 無機, 脇 時 
物 に よる 一 種 の 保護 作用 に ROKFET HE, その 脂肪 牧 の 保 存 は 不 完 本 な 
る を 発 れ な い 。 

DEREK DAD, 他 の 砕 選 物 と 共に 海底 に 堆積 し て , HEC HE 出來, FUE 
HEA CHL AG OIRBEAR ROT, 海 炊 に その 石油 成分 の 分 離 が 起り , そ 
の 近接 の 砂 居 其他 の 孔 際 に 石油 が 一 様 に PARC DAS SI RAT, PR 


4) J. Takahasli: On the diatom theory of the origin of petroleum in 
California (Economic Geology 1926 etc, ) 
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油 の 初 次 確 床 (Primire Lager) が 生成 され , 重 力 , 叉 は 補 曲 其他 の 要因 に 


よ ょ つて その 集中 が 行 は ね れ , HS し て 石油 確 床 が 生成 され る に 至る も の で あ 
a . 

$48 FO MAMMMMEIA, LETTE WIN te 階 相 の 一 部 に 過ぎ 
な い 。 面 し て 水 成 央 の 負 質 は 多く 外因 的 で ある か ら , BMEM RT Hb 
に 石油 生成 の 要因 と 云 ふ 可 ら ざる は 勿論 て ある 。 NITE OIE 
な 環境 の 下 に 行け れる 場合 に , 石油 生成 の 機 促 が HA GREER ES 
も の て ある 。 


SEXSSESRACRRBICMT RD 
Best 市 村 RK 

火 焼 島 は BROWS 18 Hits S—PM BI UT, ey 4l MB ze S AT OAR 
ESE O 9 SEY GIR He Tl PEAR (大 正 16 4p 87 頁 〕) に よれ ば 
本 島 は 一 つの 海中 火山 に し て , 現今 AREAS OL RRR OS LEB 
BROR WAGE OKO, 唯 海岸 に 洪 ひ た る 部 分 に の る み WED BT AC 
と 知ら る ゝ る も, 交通 不便 の 地 な る を 以 て , 従 來 是 が 詳細 を 地質 息 的 及 岩 右 目 
的 に 研究 し た る も の な し >。 

SST SST RAGE TA 7k DUE A ADEE DAB OAD DED KBR 
TBHOBHWME 0 PME LANG 次 山 岩 及 磯 物 の 標本 を 松 し た る に , 其 中 
に , HPAOKIAL, その Aiea Aare LK SeUT, YU 
PHB RECA LS. 

PRRRPAREURUBS 島 の 北岸 な る PRICE LU, IRE Fives 
ITED lsd PHEK O AAG CPF SKC TF SR Ait tO CHET 5 8D 
ML, HHA AU Pi Bs te OT FEL, RRA O BEI BEL 
て は 離 脆 し て 局部 的 に 集合 す る 場合 多 し; 目下 筆者 の 手元 に ある 結 醒 の 中 
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BAEAGES Imm, 底面 の 大 き さ 6x8 mm あり の , WHO ada 8 Mal 
—. DAAIR2 AF L, a (100), b (010), < (001), m (110), d C180) の 外 に u (184) 
及び s(112) LAAs PERK AH LBOBA LL, LIAM LS 
第 一 園 。 に し て BER CHZA L, 
PGW 6 BA HO, BA 
WBE PF ICS FD OZ fh 
性 名 示 L, X= GER, Y= 
Rs, ZR AI UT, 
YOZP SEO, Me Xx 
Lc, VI LY b, SET 
ARIS X に 合致 す , HBE 
A, 光 軸 面 ま (100) に 硬 行 


に し て , 光 軸 角 2V は 約 81° 
昔 青 石 結晶 中 に 規則 正しく 配列 する を 人 算 す , 時 々 柱 面 上 に て 
4, SE! ERE 20 es ws 

GR CRRBE) x fGHLRHAESEE IL Uk SRA SES Ae 


2 OU, RRM T (SESH 7 Th T 2 BD AY OU, BSRALS (010) (PAT AA 
向 に 完全 な る る も ,(001) CAPGT KE SIS ATEBIC T, RABE Fm BAR 2 7 U 
TH AIL 34, 一 般 に 敷 多 の 包 豪 物 を 有 し , IER & PH Ak RRR 
BE, 中 性 長石 叉 ラブ ラド ル 長 石 に て , 区 石 の 大 な る ぁ は 長き 0.98 mm に 達し , 
SRE Als 0.34x 0.51 mm な る も の あり の , 此 他 微小 な る ガス > 色 豪 物 を 件 ひ , 
是 等 各 包 豪 物 の 大 部 分 は 結 曲 の 外 廊 に 次 ふ て 規 則 正 し く 配 列 す CBB 
Aa), 墓 青 石 斑 品 と 石 基 と の 境界 は 凹凸 の 出入 極め て 多く , 董 青 石 の 外側 は 
中 性 長石 及び ラプ ラド ルル 長石 の 微小 な る 結晶 集合 角 に よめ て 包 園 せら る 。 
HBAOMPMAIL a =1.530, 8=1.5834 ヶ =1.587 BAL, yーg =0:.007 な め 。 
Hehe URWA AMM AANA ILA (第 二 園 参照 )) BER 


HS Hh OK Titi) 


石 安山岩 , HET SARI fh BIB Zeit に し て PAIR Ee RL, HE, 多 
孔 質 に し て 風化 し 易 し , SEIHBIS * BS ORG RUICKELU TT ic BRIN B HR GBI 
BRUCK UCKCRRRIIS, ARNE PB bE A BEE Lee 
PA DG 72 — LS L, AR RU ICKY BE file b BRL 
FEC BEN 2 KS D>, Mids & OT 石 基 中 に 散在 す 。 参 孝 の た め に 其 性 
Hh PARC EE きん に , 
BE BODIED B 
b OIA T-AIR RSH 
IG e7e Ul, Biba ld -- 般 
YER II UTRASEA 
1G 0, UT 後者 の 
大 な る は 2x 8mmY_b 
あめ, 常に カー ルス え スバ 
ッ ド 式 叉 は アル パ バイト 
AMMA 2 を な し , BABB 


C は 草 青 石 , 日 aahA PRAARA Ch 
Atay) x60 は 外側 より も 壇 大 性 な 


0, Bids 6 GAEPORR A 6 ARHA EP ICFES (EEC PIER A (Andesine) 
kOS75 Fr (Labradorite) に 至る 間 の 種類 に 局 す 。 

角 装 石 は 通常 准 自 形 叉 は 他 形 を な し , Magmatic resorption %¢ 0 TILE 
AAAI ARO, ENROL k OTHER OSS GAD OS, 多 色 性 閉 
US, X= 淡 黄 , マヤ = 線 黄 , Z= Hi, ZV SK に し て 消 光 角 は 2>< BP Bil 
RI Yo KAAAME IC EES 8 mm BEA, JE (100) ble C Heid %e 7 To 

TORRE (SMES 8 tithe % L, 直 消 光 な る と 基 多 色 性 に 特徴 あ 9, TALES 
WANS Cd X= PAT, Y= IS, ZHI IRIS TT 2 っ ベラ っ Y な り , 
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(110) AAT DESPA F > TUE, HBB, 但 LEMME OB 
EP Lo 

PRBED (SUB IC ABLE UC BEAR 16 U, PaBU Gin b BEERS, PREHE 
の 安山岩 中 に は 横 橋 石 を 和合 む も の と 含 ま よ ぐ る と あり 。 

以上 の 旬 磁 役 鐘 は 一 般 的 に 散在 し , 一 部 分 は 石 基 中 に , 一 部 分 は 角 肉 石 及 
O SARE PIL BRE GS, 八 面 鋼 の 微小 結晶 又は 形 不 規則 な る 微粒 と し 
て 見 出さ れ , 最大 な る は 其 直 従 0.3 mm ある も, 5H 0.017 mm 程度 以下 の も 
の 多 し , BEEBE ADOBESBIN LT EDF ARZA, 其 Texture 
は Orthophyric R(t Pilotaxitic な 0。 

KKH LIKUAPCRBADSAL 6 SFI BARC LT, BOO 
に て は 岩手 山 , BE, 由布 山 , BERTI = ニ 上 山 , Gi By > 2, FORRES 
が 僅か に 其 産 也 と し て 知ら る ゝ の みな いり め , 此 中 最も & 新 し き は AE 8 OW 
BRB AO る 拘 出 物 中 に 含ま れ た る も の な る 可 し , 但 し 従来 知ら れ た 
る 新 火 山 岩 中 の 童 青 石 は 何れ の 場合 に も 形 不 完全 な る か , Lik 微小 に し て 
RMN OBES し , 然るに 吾 が 火 焼 島 に 産 す る も の は WAM SKK 
る の みな ら ず RH ARMREST OB PIERS St, ABE 
BH RW O REAR BA LCs BK HS eT AL LI EO 
て 再び 赴 が 詳細 を 報告 する こと ある 可 し <。( 昭 和 4 年 7 月 16 A) 


駒 ケ 獲 爆 毅 に よる 火口 附近 の 高 距 の 匂 化 
MSet Www x BB 
測 定 の 方 法 
去る 6 月 17 日 , 7 RK OPEC BELT OM DS BALAK DR 
RAL, FV IWMOMSVMAKST LUACMHECMLASBD, その 後 8 月 
11 A813 A, PRM LOT その 程度 を 概 測 する を 得 た め 。 但し こ 


3g 


a a a 3C13) - 


の 種 の 方 法 に 於 て は , t OMIM L PRG BS BVT, DROS 
を 吟味 する た め , UCM REMODEL, MRI RE MEO PEEL と 
AD & Ds MDMA L TD ARAYA RE Bee Ut UL, 大 正 4 年 陸地 
測量 部 の 測定 に よる 地形 園 より 測れ る それ ら 相 互 の 距離 と , 余 の 結果 と を 
比較 する に 次 の 如 し 。 


: 4 RE Hb | 
me oe moe [Geel e 2m» 
BN > WEB SB — Bb = fay | 1475m 1 1555m | - 20m! 1.396 
$) 7 MEE Bh KR = FqBs | 1600 | 1585 | —15 | 0.8% 
ee eee 2140 | 2175 (8 が 1.6% 


但 し 前 記 の 三 ZA, AR ROWR GOH RR Als 現在 表面 に 中 は れ 
ず , BE COME CHB FT BAD BUCO RRR REN AIS SAY 
て , MALOOF ELS Lb 測定 の 誤差 の み に 非 る べく , KBICRKT, 誤差 は 
1 錠 内 外 と 見 る べし 。 

次 に 高 さ の 標準 と し て は , MFTIMOH RRIO HK 1140 A ic Hib te S & 
D cE OTERO, Ze ARIAS OC, 銀 ヶ 峰 の 頂 は BRIE 


Hh, COMMS LOATH OMBI LO TKR SE, 中 央 最高 峰 は 著 る し き 


HAKESbLOr M$, この 事 は , SHEMROBA 比較 する も 明か に し て 
また 別に 通 津 教 授 及 び 上 田 , RR Bt OMA OO, MOT RIL BOL 
標準 と し て , 上 比較 的 絡 化 少な き 砂 原 岳 三角 昧 の 位置 と BUSS 地 題 の 高き 
を ナマコ 山上 よめ の 仰角 の 比較 に より て 測定 せる に 1115m を 得 , 陸地 測量 
MO 1115.1m 4 偶 合 せり 9。 COMMA L OMS SRE SIRE LE SAE 
は , AO ERR ORRACER O 6 

GA WEIS SU OH L, AO LICR SU LORIE % UT, Be 
& 55~57 BAK ROME LK SK OMUED £ % SBOE, TOBUKL 
(SROUM Lo 
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BGT XE LOH BOME 

(1) Wo, 噴出 物 は その be ON SB, HERR STIEK 

HOB > Bos, WHE LOR 1100~20 m, 今回 の 測定 1112 m。 
第 一 園 (2) WIR TP unre, MEEK 
ey HORAN E & 著 る し か ら ず 。 
= 堆積 物 其 だ 少 な し 。 (BLL O i 
1115.1 m, 今 固 の 測定 1115 m。 

(3) WAS atin in ee, AKG lal 
前 , 園 上 1115~20 m, 測定 1119m。 

(4) BOR RAR m, 尾 白 内 
浮 石 流 の AI Y & BIH), HO 
ZOMG DPE 6 MEH BR te te 
る た め , ZEB BZUS HS 
を 減じ た る 観 あれ ども , その 表面 
に は 新 噴出 物 を も Ket O, a] LO 

sumone” RPE 9600 こ 80m 24 969m と の 
RBI IEG 8 hhh’ 間 に 大 差 な し 。 HLEPORMEIE 
A ra あら むる も , 著 る し か ら ず 2。 

(5) GA7 ie, PAR RWEIS SHEL LOS AR Zs U, RAE L RECALL 
WORM し 。 

(6) HOMME, 厚く 噴出 物 を 和 被 む 0, 深 さき 少 な く と も 6m の 殊 購 る 
BURRS, REMRO BRC LALBALS その 高 さ を 加 へ た り め 。 
lal  850~60m の 部 分 に て 912m の 値 を 得 た 9 り 。 そ の 差 約 50m な め 。 

(7) 馬の背 最低 部 ARIAL L, Et 820~30m, 測定 878m, その 差 約 50m。 

(8) AM HA, kdtlalb, fal 880.4 m, 測定 900 m, その F244 20 m。 


Stic 


DR De Bp He 175(15) 


Mo Bp 2 X APY BB @ BE 

CL) JOBE Fam eB RD & AERIAL ER FRE ACTED BS WIFE 
DKK SE UR BIL UT, BER SCS HIOH DK Hi. A REHD & 形成 
第 = せる が , FDPE 

く 噴出 物 に 被 は 
人 
き 下 坦 地 と な れ 
Doms THE 


PASE BE © By > BAD MSE © BB ine (RGIS 810 
(チマ コ 山 新 炎 口 は と の 線上 に 現 は れず ) m 以下 に 下る 


に , 今回 寛 測 せ る 最低 患 は 現 火 日 の 北 忌 に 接 せ る 960m に し て , その 差 害 に 
130m 以上 な り め り 。 

(2) + ¥ 3B) OPERA REED CRERMMWORBK LOTHBAL 
く 高 さ を 加 へ , 馬の背 を 越え て 軍 川 方 面 よめ ZE4CBA. WHAME 
営 時 は 最高 840 m (EU SO OK, FHMMEOR MMS 957mm に し て , 高 る 
の 増加 少な く と る も 115m に 達 す 。 MBMKA tORMWICAL Oo 

要 約 

以上 を 要する に 火 唱 附近 に 於 て 最も 著 る し く 高 る さ を 増加 せる は , BH 
KO pik Oe ERt S HBL DEO 130m, その すぐ 東側 を 擁する 
ナマ コ 山 の 115m 等 に し て , それ ら 6 の 南方 約 1km OMORICHRTE 50m, 
BB FEE I= HAT ik 20 m Ai PEC IK UC, KD OPH LR OED b BR > NER Ob lt 
BAMCR Ts, その 地形 の 開 係 上 , MMB TS CHA LEO TI 3 In 
へ ず , GOR OR SEB OTA ® RIL AIT, 

最後 に 一 言 せ む に , VU LOBMEIS BIC DOWD AICI OP, ま 
た は 地 毅 の 局部 的 隆起 を 儲 な へ る や 不明 な り 。 且つ 現在 既に 堆積 物 は 多数 
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OEE ICED d2, Ze RIL MIO Mee AEC, Z ORE 8 KIMIGED LO » 
ある ぁ る を以て, FRMOBA DOM FLA SW SABBS SCHED OFS 


HEHE HER 


in fi] BS ELE OLS ka 
Set NK KR 男 

AFBI PS CHEDRBNE O° BEMGZE RDBDA IC TET 2 BINS, 極め て 廣 く 知 ら る 
+b, THOOKMARFO PMN YS OLED 6, PG SW AED & 
の が 明治 三 上 四 年 頃 製 鐵 亡 に 於 て 分 析 せ られ た の る で ある , Mirae 
ROMANE, 渡 浴 数 授 が ASEM © BEI ICFENR, 結晶 形 物理 性 及び SUM 
いて 論じ た る 材料 の 一 部 で ある 。 AHEM OHHR LICR LT 
花 賠 片 訟 央 を 買 ぬ ける も の に て , 主として 紫水 卓 質 石英 の MRE SHB 
ES 2~1.5cm OER ELA LOCH So 其 結晶 中 よめ 純粋 の 部 
分 を 探 ひ て 分 析 を 行 ふ た 結果 は 次 表 の 如く で ある 。 


I II III IV vV VI 
SiO» 29.32| 27.80| 29.63| 4921 | 4921 | 4 
Al2032 2.04 3.76 2.06 22 nies 1 
FEO5 tb NE 
FeO 32.82] 36.33 |. 33.17 al 
M:O 3.41 1.76 SAGs LASS a 4 
CaO 13.57 | 13.40] 13.71] 2448 | 2448 2 
MgO 0.71 O50 sicaeess dee does CP 
T:05 tr. A Lo [> eC Te CN Mast ells wclocn 
P9205 tr. (OD S| ees Sek eae at ate ee 
Alkalies (ES TE uli lores oo hatvad [ie eorala Oe 
HO 2.26 2.24 2.28 | 1267 | 1267 1 
Tikes igus Suen) Wiiesccsn 2.40 Ss Re vear Ute ye Reee ae Mle cre Seat 
Total AOO05 127° 99.88 | 100,00 RE Meer el enaeeee 


T tt OR FEEEPREROR CAA AP), TL. jek A SER EEE PRE, 
PCBS HE APD, IL. 1 の MgO, Alkalies & RHP re L-ChEI 
し , 他 を 百分比 に 換算 せる も ゃ の, IV. Wl の 分 子 比 , V. AloGs 
が Fe20s を 置換 し , X MnO が FeO を 置換 する も の と せる 場合 
ODF, VI. 各 分 子 の 簡単 な る 分 子 比 。 


aS 
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この 分 析 結 果 に 於 て , 少量 の Al20g が 全部 Fea0。 を 置換 し , MnO が FeO 
を 置換 する も の と すれ ば , AIRAID HH20,2Ca0. 4FeO. Fe。03. 4Si0。 な 
る 式 と 良く 一 致す る 。 

上 記 分 析 資 料 は 濾 邊 和 教授 の 厚意 に 依る も の で て , 同 教授 に 深謝 する 。 
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HMMOMERICOVT Gt 
Het WM HM R 武 
RULE] CANS 822 48S 2 HE) に 述べ た の は , Jakob OEENRGEE ROI 
の 大 要 で ある が , これ に ょ つて 従来 雑然 と し て 配 和 列 せ られ た SERIO 1S 
式 的 分 類 は , 兎 も る 角 % る ある 筋道 の 立つ た 系 統 の 下 に 包含 され る こと ゝ な のり の め , 
RUNDE DAA LK. ANE 
cal (SOQ) SIR? (AI(SIO2.SI04) Ie. (AI(SI02.$i0, SiO.) ,} "2 | 


(Phakelit ) (Leucit) (Orthoklas) 
の 一 群 や , 
: Al, A eo Al, “i0..5i0-.S} Al, 
CAI (Si04)3 Ina, CAL(SI0 25i04)3 Na, CAICIO 2.SiOs. 104)3 Na, 
(Nephelin) (Natroleucit) CAlbit) 


の 同系 的 開 係 の 如き これ で ある 。 

LDL, WHER, HACER OUTIL FROG, 特に AIBN 
PAPEL ROOM GE WOBUIKT h OD, 2 OTEK BG LC BR AL, HOSE 
れ 自 身 に 意義 ある の は , Ch $O0g, COg, S FHRAEAKRRMER OREN 
HH 2:, Jakob の 廃 の 徹底 的 な 論理 的 類 稚 の 結果 か ら 容易 に 解 竹 さ れる 一 
事 で ある 。 古 典 的 に , Berzelius 等 に よ つ て 3Na。0. 3A1,03. 6SiO。.2NaCl 
tal d れ た Sodalit は , Jakob に よれ ば CAICSiO』4) NaCl #0622, 
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Nephelin 7 28 CAI(SIO4) 3) Ni2, DHE 4 4 ABH NaCl 294 < de 
CAnlagern) し て ゐる こと , 8 & ParasepiolitCSiO。.SiO2.SiO。 ee (H,0), 
CAST QH,O が Meerschaum CSiO2.Si02.SiO。 tae? PLC LTD 
Sel } 0, HAAZKICHE CT, fads NaCl 2 HRI SS EO LMMSNS, 
この こと は , Sodalit 中 に 於 ける NaCl OREO MBM HB ISH LT 
KS BH せ し む る に 足る 。 か ・ ゝ る 錯 壊 の 一 群 に 調 し て Jakob の 興 へ た 名 
は , 外周 化合 物 Exo-Verbindungen で ある 。 
Nephelin OPM tL UTS MRC EK 
CAl (OL Na,SO, FALLSOD ee CaSO,, 
(Nosean) (Hauyn) 
FAl (S04)sIN CaCOs CAICSIO, I NasMo0,, 
CCancrinit) (Molybdosodalit) 
[Al OD Na。S 


(Lazurit) 
wBSEN 6, この 外 
[Al (SiO。, SOR). 1s oe .Ca (CON)2, (Zoisit) 
(AISi0 2 $196) 5 172. Ca) Fe (OH)>, (Epidot) 
Abs ALC 
CAICSIO。.Si04 sce ee . Fe (OH)s, (Orthit ) 
CAICSIO2. SiO2.Si04)a) M2 . NaCl (Marialit) 
oe 


SF } IER OSUME IC BL, 往年 G. Tschermak xe OIRAABES ~ODRER 2 
Th THAD H Do 
CB) Jakob DBO CKSRREORA 
EER UROKRKS WHAT d 5 BF, それ は 現象 上 の ょ き GR BK 


Psy, 
aT ee eee See er 


評 論 及 雑 鉄 179C19) 


ee eee 


C1) MkD Hydrolysis kB 例 へ ば Prismatin (£7 H.O を 
抱合 し て Chloritoid と な 9, MgO を 放出 する 。 こ の MgO が 他 に 搬 び 去ら 
れ な い 時 に は , Mg (OH)。 と し て 更に Chloritoid と 化合 し て , Kaolin 型 と な 
る の 類 で あつ て , ~ DIR REAL ds BD AF te BBE BS si is eae 


(SOs Ie CO i 20.Mg SiO 5 I SERS 0 %Si093HZ0.Me 
(Prismatin #) (Chloritoid 7) Mg(OH). ge 
(Kaolin 型 ) 
と な る 。 こ ゝ に HO は Mg 原子 と 錯 増 核 OMNES 結合 せら れ て いる 
と いる ふ こ と が 出来 る 。 同 様 に , 


CA SIO) Nas AL(SIO. 93H, O. Nay 


Hy Al 
(Natrolit) (Natron Skolerit) CAI(SIO 4) 3 JH2.0.Ca 
A. 
(Skolezit}) 
Al Al 
(Al,Si94)g)K, G2CAL(SIO,)3} HO Ky 

Hy, Hy, 
(Kali-natrolit) (Kali-Skolezit) 


DILREIS, ARO HES AKRE € [nO BRIS D Fé FE 2e TBD (= EH UT DO Bo 
C2) 外 菩 化合物 の 生成 に よる 護 捧 前記 (1) の 一 部 を 振 湖 し た 如き も の て, 


これ る も 合成 的 , 及 岩 石 中 的 に 承認 され る 反 應 を 根 近 に し て ゐる 。 
—ーNaCl 


例 CAl(SIO2.SiO2, SODsIN.2 acl 
(Albit ) 
CAICSIO; .SiO。. ON NaCl 
(Marialit’) 
FES Dlr, FRA LAMY DD: 6 ES OILED HAIR RE, EAI REE 
功 す る な ら ば , Jakob の 褒 を よく 検討 する こと ゝ な る と 思 は れる 。 し か し 
RBGAAPVLRF VUVoMESCkS HOA FT v RUMOR HC, Ai 


BS RRM LOMB LS Wo 
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Co) Jakob OBIFIBEREODN 
前 項 (B) CROKE CHREREO RH CR S4OTH SDB, fd T= 
OUARFAHE IS KOC MMEBAIIC SHS LBW 
C1) eRe AMI b SHEETS 


[Be(SiO,)3 WBes, (Zn,(S104) 3 )Zn5, (BeSi04)s Ni, 
(Phenakit) ( Willemit) (Trimerit) 
OFA BBA, date ec k SFAHET US, 4 
gin ide i My te 4 . 
CAICAIO 2. S102.Si04)5 Nea » EAL ESIOg S05-SI0, Ja mo 
(Anorthit) (Albit) 
OMS PITA Do 


C2) (eB (B) CL OWELKRENOILE Et OM RMD 6H 
推す る も の て, 
(AL(SIO4) SIN? , CAICSIOg. SiO SiOz) 5 ae 
(Nephelin) CAlbit ) 
eR T [Al(SiO。. Si0.)s IN, (Natroleucit) 
ORBEA LBADMS, 叉 た 


(SHSIO2. SOAS THE OE CStellerit) 


CAL(SiO».SIO,)s dee OMe (Laumontit) 


Al 
CAISIO2.Si04)sJECH20)4Ca, (Heulandit) 
4 

[Si(SiO 2. SI02. SiO) tH Capos (Mordenit) 
20)3Alo)4 
CSiCSiO2.Si02. SI0g )3) Pia03 a a} 
H,0) Na]。 

. 


2 論 kM & 18121) 


の 相互 が 相互 を 有機 的 に 譜 明 し て ゐる が 如き で ある 。 

以上 の 如く , 議 明 は な は 間接 的 で , も つと 寅 験 的 事 冥 が な けれ ば 未だ 十分 
と は 云 ふ こと は 出来 な い 。 

(D) Jakob の 形式 論 の 考察 

Jakob の 形式 論 は 主として 類推 を 骨子 と し た 論 で ある か ら , BBA 
Ionogen を 譜 明 し な い 以 上 は , BORMAN そこ に 生じ て くる 。 即ち , 

(1) FINCH S KM BORN DSN (HH Ut b &, 何時 で も 
unique solution TH ADE Do 'LIHLOSBMLRSBR. 6h» 
ば ( 丈 に Polymerism BBN 7y>t SITS), DE ABM eS SHREW 
BR © TASK as 1B el 2% 1K 0) S , 

(2) 古典 式 に より め , BRAY EROB + OBR Tie BWAKKe Snt l 
3, それ が どれ る も HK CMR Sir b This, KY ROM IES 0, B 
KORE TBRAATCH G65. 

(3) も Ld SEK & TILK MOA TMLOBORKI Bi Lic t SI, 分子 
比 を 示 す 互 ひ に HE ALORR の ある べき MBAS OKS 6, 例 へ ば , 
100 22200 と か で は , 同じ く PREC TKE OFF が ある と 言 は な けれ 
ば な ら 5 ら ぬ 。 

今 以 上 を 栓 する た め ; 且つ は 分 株 の 結果 か ら 直 ち に Jakob の 式 を 書き う 
る 一 般 方 式 を 作る た め に 下 の 手 段 を と ょ る こと と する 。 CA LMI 4 OG 
合 を ば 除く 6。) 

A OMB L し て 次 の 一 般 式 を 古典 式 に て 示さ れる 化合 物 を 疹 へ 
Do 

aR4O. bR"O.cR,03. dSi0。 
言 へ 換 へ れ ば , 分 析 の 結果 と し て 
RIO: R'O: RIO3: SiO,=a:b:e:d 


182¢22) 


BAD h Bk eB 


第 la R GOR) 


ab の と りら うべ さき 値 と それ に 相 護 せる c 及 び d の 儀 


Cd Offitd ¢ OFF ORI dn OF CHE LK Oo) 


No ais. (is d=d1 Dr% dado の と き 
0 143 Iida lide dy =1,2, ia 34 | do=2d offing 
ldg Ca:b:c:d) を 2 倍 し て | 低 比 Ca:b:c:d) を 
Ce Ou eee ae Vos ‘ 
=% Us ) 
re ey! au: bu:cu: du を 作る 
2 lds llds。 ud os ___au-+bu+-3cu_ 
eee | 3 2 2 i 2 
cit, aes | ae 
‘ 2 BEN Nh a v==cu 


第 Ila 表 (第 エ 型 ) 
c 及 び d 値 ( 同 前 )  * 


BO gt e/a 4-4 5 le | gel foul pasts hanes 
-|Idg| aoa Sect 
1d 
| 2d 1dg| 44° 
0 | sa3 da jg3 346| ~-[14s | 1dg 
Ids ais 
2daLd s- 3 ie …| 1dg 
3d3 3 
Id Gena ai 
d 6 
2 Jida) —|592/3de| | 1dg Td 
°| 5de 
1ds here 
3 ldo 1dg 
Id eae 
Ids 9 2 
4 | 343 3 1d4 dS 
5 RC noni mrad’ east CR & tell d eet Seagal eae 
6 sf Tdghi ose] ef sep eel ee dg 
8 ae …| oe] dg 
10 vs} sss] set Tdg] ee 
12 asal/oissesha bon Adel. ell csslme 
GAT] Seale etid al eile cle eee ee ae 
1B {> -s( 1dg me j 7 


Hell I, IVp 表 と も 稀 す べき も の は 第 Tp と 一 括 し て 第 Vp KE UK 


ea Oe 


2 論 kh MH & 183023) 


16 NE OG tri tL, 且つ 最も 複雑 な る 場合 と し て , 1; cD; atb 
21, a>0 又は bS0 THOT aD Gd LACHES LEORRL MRT So 
(a) 無水 アル ミ /BERBBORS 
(4) Mono-Di-Silico 壇 及 Prototypen の 場合 (第 〇 型 ) 

ZRy 


ーー ° 
求む る 式 を (SIO2SiO 2+y) wRg LE, 
VR 
DO WD Va shone o's sous ct eave Nom es CEE VY 
Z 

a bicrdp-twiy Kol ee (2) 

Pee Mere dae Spica ET A oe eR 3 
候 件 

ZEW, Z LE WA eee ras cvcenessceee eee (5) 

Vere Ge serena usa sienwincciesplicctinsiesiicaciscgepersscersiiccese (6) 


(ii) Silikato-Silikat の 場合 (4 1 #1) 


eee zRI 

求む る 式 LSi(SiO2SiO。iy) g JwRt 

vRI 
6y—4=z 二 2w- 十 3v ROOT (lly) 

る 
a:bic:d-= iw: o> BXSED jesewes cavarevessncoss (2) 
BEKO oie i ise ee ee esse ee oe (3) 
條 件 

ER De dpa oe er een Tn (4) 
LAWL — BLY Waa Deveenrecserscoscensceseverereres ©» 
Were eee ed nS ae access «vs eve en soi (6) 


(iii) Silikato-k"at の 場合 95 IL A 


7 ZRI 
求む る 式 BASOIENAOF V2] i 
V 


BY —BHZAQWABV corer ecrccreeceervoeees ee EIS 
ER 0 (2) 
=| (3)~6) CL) に 同 [errr et ceeeeeteeeeeeee (3)~(5) 
Viz) scseccveseeetodssvecvccsscsecssssvenssecersesocs scons: (6) 


18424) aAAK Hh RR BS 


第 Wa R CHILHD) (Ct o--) 


a/d | 0 1 2 3 4 5 
Ldygdigdi1 
0 Ae wee 2dio Tb 
13 5dg Tdg 
ldio dig 
1 |1dig te Daag aoe : 
3dio 7 ? 
Ldio dii die 
... |2dio ldio 
“ 3do dio amie OT 2Qdis 
. 5dg Tdg 3 
3 lldio dig aS ... | Ldio 
2dio | 2dio 
ldgdi 
RL ldio dS 
2dig 5dg 
. ldi 
5 ose Qdry oe see Idyy 
ee ita: Ply see ido dig ae Ries 
6 borne aig: arr 
7 a ves | Shdap 
ldg dio 
8 B3dg 
5dg 
9 lho = 
10 Idg 
earls Be a) 83dg 
12 Ss RS ae Idg SS 
Ld 
14 9 
3dg 
16 wes ose eee ldg 
18 ee “ia - | Idg 2 
20 … JIdg ane cia 
: ee Il 
(iv) Silikato-R at の 場合 (Hs IL Hy) 
SE zRI 
求む る 式 CRI(SIO2. SiO), )g)wRI 
VR 
Gy Ze ES oe ee es CD 
Zz Vv 
人 件 9 CX41) …… ……(2D 
C34) GD) DR ER (3)~(4), (6) 
7=0, w=0 srssensesensensensenessssseete ntt near) 
} 


7 論 及 雑 mM 18553 


$8 IIIa 表 (その ご ) 


a/d 6 (ze 8 9 tf LS ILS TE OD 
ldio ldgdi : 
0 Qdis eee eink bas 0 AS vate ldg var Tas Idg 
1 Nd | 
Ldg dio 
2 3do ae 1dg 
5dg wy 
Se cay 
tle ldg 
4 rel ane de 
5 
6 eee 2S coe Idg e see ldg . 
ldg 
8 wee 3dg eae eee cee ldg 
Ua See re 2 LC 
12 a. = Tide © 
14 cee Idg 
16 gic Ga Se 5. a 
18 eee 
20 eee 


以上 の 各 型 式 に つい て Diophantus Analysis (= k o KHAEDTZ FTO, 
XY 4 VW ORM PRS, MIIZEO a.b:c:d の あめ 得 べ き 値 を 計算 
し た 。 そ の 結果 は 第 Ta 乃至 第 IVa 表 の よう で て ある 。 但し ぇ :b:c:d は 最 
MEL Lito 


186(26) en a 


第 IVa 表 CBUIADY (H- 


0 CR 3 4 
: ldiadi6 dy, 
I |1dys «| 2pra Idig 29di4 
3di4 
par Lee ldi4 dig dig 
2dig ldi4 
2 3bigdig 2417 
5dig 
7dig = 
ldiadi 1di4 
4 da 5 2di4 
1d, eas 
4 Said e 3dig 
19 2417 Bdys 
ldi4 dit 
5 2di4 Idi 
6 dig ldiadis 
2dj7 5dig 
Tae = 1di4 ae 
Ldy4dig 
8 3dig 
5dig 
9 ldi4 = 
ldis 
10 3dig 
12 ldis on 
Ldig 
14 ~ (ae 
16 ; ae 1dis 
18 ies a Rill : 
20 HaLdie E ae F 


WO 4 HORS & arb:c:d に 於 て 有り得 べき % b 6, OED 
FL THHMMSINTHSzLEKSASB ES, 同一 の 型式 の 中 に 於 て す 
CHA Gh る b, od の 値 に 詩 し 多義 的 な 場合 を 散見 する 。 (第 ULM, 
a:b:c=1:2:1 (CHT dus, dis, dips の 三 通 0 が d=6 CH ULTHSDAMS)~ 
RAKISOTD » る 多義 的 な a&a:b:c:d の 解 得 も 若干 見 うけ られ る 。 こ 
OW Re DI RATDILEAMORLRE UL TH Va 表 に まとめ た 。 第 


Rr 


及 雑 鉄 
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@ IVa ® (=) 


8 


9 


11 


17 


ldia 


ldia 


ldis 


ldisg 


ldis 


9 


10 
12 


14 


1dig 


ldig 


16 


18 


20+ 


Va 表 は いか な る a b,c d の 値 が 存在 を 許 され る か を a:b:c:d の 各 
possible case に つい て 一 目 し て 明か な らし め た も の て, a& b の .every 
possible case に つい て 存在 し て も い ゝ ¢ ORME RL, ZCAMMET 2A の 
資 値 は 夫々 NK (第 Vb 表 ) か ら 細 探 する よう に な つて ゐる 。 即ち も 第 
V Hid — AERO CU Rn, Ro Sh Rr を 含む ) 存在 範 園 を 決定 する 表 
と 稀 す べき で あら 70 


188@28) RAR YD BR SB 


第 Va 表 (その 一 ) 


a 
0 | 1 2 3 4 5 
b 
—|L dydod3d7 ab d4 I do dindiidie)1 ds 1 dodgdu 
didis … 
0 2 dg 9 dio 2ds [3 dg 
+13 dg ° 5 dg ---|5 dg 
af sr 7 dg ws 
L dydgdydisll d4 Ll diodizdiadig)l dgdig | diodis 
1 [2d5 AZ digdta 2 ds vest dyadles 
3 ds casts dyodt4 ee neg 
1 d4 L dgdidiudigil ds L dd ediudigll diodiall dg 
diadicdty 
9 …|2 diodia 2 ds 3 dg 2 digdi7 
8 dgdigdiadis “bi dg ue 
5 dodis at 
7 dgdis = es 4 
3 |L diodisdisdig(l dg | diodig L ds 
: 2 diodta 2 ds の diodia oe eee 
Ldg 1 dodgdridio/l diodig 1 dg --(L dgdiodigdis 
4 2 ds p dg 2 d,3d17 see 2/3 dgdis 
./3 dg aes Bt --|5 dgdig 
5 | si} diodig Lds --({L diodig 
…|2 diodts aoc eee rete! 
6 1 dydi4 [| ds |l dgdiodudis lL dg 
2 disdi7 2 …|4 dydis 3 dg 
7 |L dg sll dodts aa tes 
--(L dgodiodisdig …1 dg 
8 13 dodig 90d 
---|5 dgdig 
9 |l dudu Be = 0 xz 
--{L dg ee Bee (Ll dodig 
HD | …|3 dg = ee «(3 dd 
12 | | ae Ee kaneis | de 
Sell i AL d aE 
14 | 8 asdis salle = i 
16 | --/1 dg o. る ll dgdis 
18 | ss ar 1 dgdig | 
20 | -«(L d9gdig a] vee] | 


Cem UCAS CF LIF ORICHS, MbORCKKS a: b:c:dO 
a4 by co d に 於 て , (a は 0 し 2 る 9 RITE AV FORBERBAS 
£,(2)b(h 0, 1,2,3----10 及 12 以上 20 以下 の 偶 基 に 限る こと , (3)c は 1 
2, 3, 5,7 の いづ れ か に 限る こと , (4) d [& 1, 2, 3,----10, 及 12, 18, 14, 18, 20, 
2426 の いづ れ か に 限る こと (5) 其 組合 せ の possible types は 上 記 0 A 


i as 


7 


HE 祭 


評 論 及 189C29) 
第 Va R (その つ ) 
a 
x 6 uf 8 | 9 | ll 13 15 17 19 21 
9 ld [ ds | …1dgdigll d6 — Edge Ede all dg 
2 dis ae 5 dg |S de “| x i AA se 
a: | …[l dtodig] | …| | ee re Sa¢ 
1 dgodig iG = ded dg -(l dg dig 
2 diadis | 
3 dydis …2 dg |3 dgdig 
Fel 55 dodis a3 : ( | 
3 |L didus ae} ee ae = Fe ae 
4 …|1 dg 1 dgdis/1 dg --(l dg dig 
3 dg |3 dgdig …| see S86 
6 ° l dodigil dg …|l dg dig 
8 SE dodis dg ben Ldodis coe 
3 dodis aS ie 
TO [kde |] ibd) 
12 | | es Udo dis ee re 
14 | lL dgdis se a 
第 Vb & 
dn d oti | u | x y Zz w v | 型式 
dy {1,2,3 Re nd—2| uca+b-+3c) a ub mS 6 
do |2,4,6 if 2 2 2 
ds {4,7,10,138 2 
dy (2,5 4 |ud—8] u(a+b+3c)+4] ua ub uc I 
ds. |7,13 26 6 2 
dg |8,14,20,26 | -1-_ 
dz |4 5 
dg |8,14,26 1 
dg (6,12,18,24 | 1 
dyy 13,6,9,12 2 lub—6| n (a+)b+3c) ua RD uc-1| If 
dy; 2,4,68 3 | 6 6 2 
dio (3,6 4 
dis (3,9 2 
dis [1,2,3,4 6 . 
dig 3,6,9,12 2 , 
pias fo24 “6 |ud—6}:u (afb+3c) ua |ub—2] uc Til 
dig 3,6 4| 6 6 2 
djy (3,9 2 
dig (6,12,18,24 | 1 
dig |2,4,6,8 3 J 
dg=dig, dip=dyy, diu=dig, djo==dig, Cag==diz, dis =dy5— 


193@30) aA RR BS 


第 V1 表 ( 多 義 了 的 の 場合 ) (第 Vp RA) 


| b | . | a 錯 盾 式 建 立 ノ 方式? 
dn = THA 
0 1 i 3 dy dy; dis’ 
0 1 Ice 4 dg dis dis’ 
0 3 1 3,6 dio dio dig dig 
0 3 L 9,12 dio dia 
0 3 2 38, 6, 9, 12 dio di4 
0 6 L 3, 6, 9, 12 dio dia > 
0 6 2 3,9 dis diz 
0 9 | 3, 6, 9; 12 din di4 
1 (Oven Gene PS ay a rial PS 
L 0) J 2 dj dg du dis’ 
L ) 1 4 ds ds ds dit dis’ 
L 0 1 0 dy du 
1 5 1 2,4 dg du dio 
1 2 1 3 dio dio dis dig 
1 2 1 6 do dio dit dig dis dig dig 
] 2 1 8 dit dig 
1 aaa aie 9,12 djo Gig 
1 2 2 3, 6, 9, 12 dd 
1 yeas 3,9 diy dig 
1 2 3 6, 12 dg dio dia dis 
1 2 3 18, 24 dg dig 
1 Fy | 6,12 18, 04-0 do dis 
rea 4 1 29456 dg dit dig 
1 4 1 ee dg du 
1 5 Ll, 2 35 6, 9; 12 dio di4 
L 8 1 3,9 dio dis 
wart Saale 6, 12 dg dio dig dig 
1 8 1 18, 24 
8/35 | 61212 | ya, 
T | 44. (o,3 16, 19; 18 84 
eh 20 vs L619, 18,24 : 
D 1 1 3,6 dio diz dig dig 
Zz 1 1 9, 12 dio dig 
2 i |%3 | 3,6,9, 12 
2 4 1 3,6, 9, 12 dio dis 
2 4 2 3,9 _ dis diz 
2 7 1 3,6,9,12 dio dig 
3 0 i 2,4 dg dio 
3 0 1 3 dio dig 


24 fe, | AY 168 Fie IL HY 336 HA, LL 型 276 ff, 合計 804 種 し か な い 。 
Jip wake (Polymer) と も 参 ふ べき 同質 異 式 の 場合 若干 を 含み , LAS 


評論 . 及 雑 鉄 1911) 


HB VIR(SRWOLBS) (第 Vv RZD 


parks ALA] 
a b Cc d epee 
3 0 1 6 do dio du dis 
3 1 1 4 de dig 
3 2 ii 2,4 dy du 
ies eee 1 6 dg du dw 
3 2 i 8 dg dti 
3 Te の 3, 6, 9, 12 dio dy, 
3 6 J 3,9 dio dis 
3 6 if 6, 12 dg dip dig dig 
3 6 1 18, 24 
3 6 5 | 6 1218524 dg dis 
B= INANE Pa 6, 12, 18, 24 
Ama ONG I 3, 6, 9, 12 diy diy 
4 2 の 3,9 dig diz 
5 0 1 2,4,6 4 do di 
5 0 i 8 dg dit 
5 1 の 5,6;9; 12 dio dja 
5 4 1 3,9 din dy 
5 4 if 6, 12 dg dio dig dis 
5 4 1 ~ 18, 24 dg dig 
Fe eS a 6, 12, 18, 24 ae Fe 
5 4 5 6, 12, 18, 24 dg dis 
LO L612 18,24 
6 3 L 3,6,9,12 din diy A 
2 i 3,9 diy dis 2 
7 2 1 6, 12 dg dio dig dig 
7 2 i) 18, 24 | dg dis 
7 2 30°} 6, 12,18, 24 
Dpficail Dats} LSS) 16; 1218524 dg dig 
7 14 1 6, 12, 18, 24 
8 1 1 3;6,9,12 diy dis 
9 0 L 6, 12 “| dg dio 
OR pegi ae Ww chy Ori a | es 
11 4 13.) . 6,12; 18,24 ore 
11 10 6 12,-18,24 
13 の 1,3- OS 
8 8 1 aes 824 cat 
15 6 1 OO ae 
17 4 iL 6, 12, 18, 24 
19 2 1 6, 12, 18, 24 


は 同質 7 式 の も の 1 例 , 同質 5 式 の も の 1 例 , 同質 4 式 の も の 17 例 , 同 損 3 
式 の も の 14 例 , 同質 2 式 の も の 2836 例 で あつ て , a:b:c:d の simplest 


192032) a A hy Th OR 


experession £ UC(S 483 2 U TG 804-(6x 1441438 17+2x 14+ 
1x 236)=479 通り の a, b, c,d の 組合 せ し か 有り め 得 な に 。 bse 16 種 の a 16 
種 の b,5 種 の c 17 HOI の 任意 な る , 但 し 古典 構造 式 開 係 並 に Valency 
開 係 を 滴 足 せる 組合 せ の 敷 の 其 だ 大 な る を 思 へ ば , この 形式 論 の BRIS 
Variety DEH KEO と は 云 へ な く , 形式 と UTOARHNISHBOREEH 
が ある よう に 思 は れる 。( こ の 任意 組合 せ の 古典 構造 式 を 滴 足 する Possible 
cases の 敷 の 計算 は , Analysis Situs #)) CAT LEN 8 SEW TIER WOD 

A (dime a SRY OBSIBAREO EI CHS, CHREOBROROE 
SBA LOD 特 合 する か に ある の で ある か ら , 次 回 に は それ を 検討 し 
Booted ato CARIG) 


5s OO AEE eS MATAR C= 
Het @ 田 we 一 
HA=+=A} physical sciences の 部 で は , AHS, WAG AS, Hh eB 
BG RAAS, RARE EO OFC NKROTH 4B, 岩石 BAS 
に 於 て は , MEU GASH O, MAMA L Lacroix 博士 と が , BARB MAA 
OMS T% compile せら れ た 。 議長 は 支那 北京 の 地質 調査 記 長 Wong 氏 
て , 先 つづ Lacroix 博士 が Brouwer, Blondel, Gisolf 3 氏 の 何れ も 束 印 度 諸島 
及 印 度 支 逆 の 火成岩 に 就 て の Al GE 75 mi LO ES 7, HEB AT 論 逃 せら れ 
た が , ZICG HES MATE LS, 加藤 , 木下 , PR PATEL OR RAH OA KA 
(BAS © (Ws RECOM US 6 tr TH, 博士 自身 の , SWAUO BI 
安山岩 , AFR RE, lal (EB, =A OA LUMEN Dy, NBER 4 2 se, 
TEAK BAR Lie Be A ORURRUY 5 tii KBR 6 tro 
PEROT FRY 6, FNORAWHAMRBIL BOT バン ド > 郊外 の 
量 勝 の 地 を 占め る 地質 調査 所 訪問 , RH ANCl& 一 同 , 市 の 北方 BUbOwM, 梨 


を 
を 
- 
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TUG STAR OGE, Lembang OKA HOT, 何れ も HESS LB 


が し た 

HALA. RAR, PRs 多く の 科 會 に 分 た れ た が お , 此 の 中 , 火山 
SPCR Cid, 田中 館 , RR, H. Finch pj pE0) compiling が あり , 日 本 , OE 
BRAK MOD caldera 問題 等 が 議題 と な つた 。 此 の 日 も 赤 午 後 , Stehn 及 
Neumann 博 氏 の 楽 内 で , ペン ドン 市 の 北方 約 10 画 の 慮 に 件 え 立つ 火山 タ 

ンク ー バ ンプ ラフ ー(Tangkoeban Prahoe) に , Hef, WEP, Rk Bat DO 

NV RAT DS HO fe. WSS SHS 倒 に 伏せ た 様 な 形 , RADA ES BRO 
筋 も 面白 く , HOA WBA LU ARO スン ダ 語 で ある と いふ 。 車 は 高 
3 1800 MROK OBIS SET SRD, MBI Bhs, NOW Kawah 
(crater )Ratoe 及び Kawah Oepas の twincraters を 成 し て 居る の を 見 る 。 
山 は 線 べ て 玄武 岩 質 類 岩 か ら 出 来 て 居 つ て , 活 火 山 に 属し , 最近 で は 3 年 前 
に 小 爆 艇 が あ ム , 火 日 内 に は 敷 ヶ 亡 に 著しい 噴気 孔 が 見 受け られ た 。 AIC 
(LF FH VT KREBS ORB 7 1 rv .MIZOHDADKo 

AA=+WA. HOBOS, WH, WEROMRA OME BIRT 
は , 加藤 博士 が 議長 , Marshall 及び Erouwer pH fEL? compiler b 70, A 
TRO HUA HG, WER BS Sim IHS, 意見 の 交換 が あつ た 。 別 食 
後 , 本 邦 代 表 一 同 は , バン ド MAEDA AAG Bb aT, LAD Hie Bir 
が ら , ペペ イヤ , マ ンー, マン ゴス ティ > 等 , PRA ORAOR, (a 
を 打つ た 。 

RAX+HA, BRORKA KOT, 午前 泌 時 か ら general meeting, 
general president が 28 7 (K\= AL BAM bth ETE IO ATEN) te the 7 LK 
UC ABU CAR HOE FIC BU, RAR Shab! US AMADKS fal K 
[a] GPA EMC RATS, フラ ンス 側 の 主張 に 依り ERIS CO b&b bid 
せら れ た が , 拓 張 湖 て の 噂 通り ヵ ナ ダ に 一 結 し た 。 
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LCR # BM LIT LOT, MORIN D 6, HA OB UTES #7 
wv, プレ アァ シン ゲル で general president OAM HK SRK SMBS OD 
ito HANS LC, president OHS Ic 5 MES, VRB E LCS Ob 
es ee 

第 oO 70) Neue 

me : = hens 
び 南 部 代表 
LUTISE 
Pi|@Andre- 
ws 博士 の 
テー プル , 
スピ ー チ あ 
OE 

で AE ae も 赤 , 何 れ 

も 主 学者 側 の 紹 大 な る ぁ る 好意 に 土 し て 滴 腕 の 調 意 表し た の で あつ た 。 De 

し て 出 記者 互 に 乾杯 交歓 , ROBOTS OL RH, SAU RBI 
KOWAL Hl 1 時 過 の 事 で あつ た 。 

バン ドン 市 に 於 ける 會 議 の 日 誌 は 簡略 に 以上 で 終る 。 同時 に HRS 
ず の 溢 在 で は あつ た が だ , 大 分 親しみ の 出 始 め た バン ドン の 風物 に も Hh 
MOA DAR. BFOROMO fH eC & BAIRD 街 樹 , 其 の 間 に 
並ぶ 何 虐 と な く 容 多く 造ら れ た 白い 建物 , アス ファ ルト で 舗装 し た RE 
D 78 AIG, MO he BWOY @ > Fe PRO PLE CHS BALA OK, 
DBA CHEAT O <1 Zell LOS BE bE & BUI 0 HS — Sor 

DS HE, 果て ARSE OIG AB f-PELHE OD PEO A OER ( 築 四 園 ) 
等 基 の 想 ひ 出 は 多い が が , 特に 岩石 , 地質 方 面 の 者 に と つて , 印象 に に 残 つ て 中 
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る も の は , 市 を 園 続 す る 火山 の 敷 々 で あつ て , PPB EY KOMI & v 
ー バ ンプ ラフ ラー の 人 彼 の 狗 特 な 秦 は 永く 県 れ 得 られ ぬ 万 で ある 。 加 之 , 此 の 


火山 は 棄 輝 の 如く , BL< LADRBSE LERCH O, 叉 代表 の 大 多 敷 は 


飛行 機 の 上 か ら る も 山 全 般 の 地形 を 概観 し た 亡 で も ある の で , 此 の 山 に 就 い 

第 五 TRS OD 
し 見 聞 の ま 
ゝ を 記し て 
置き 度 い 。 


クジ アグ 滞り 
ー の 頂 は 主 
OE: 

Oepas 及び 
K. Ratoe の 


twin craters か ら 成 つて 居る 事 を 前 に 逃さ べた が な が, | (SACRE ED DO RB 7 BE 
た も の で ある か ら , 詳 さ に 之 を 観れ ば , 約 10 箇 の 火口 が db 東 に 殆 ん と 
直線 に 配列 或 は 重複 し て 居る の が わか る 。 此 の 中 で 最 古 の も の と し て 現在 
分 別 の 出来 る も の は , 西端 の Panggaejangan Fadak と いふ 火口 で ある が だ , 其 
の 後 の 火山 活動 は 海 次 此 の 東北 束 に 移 つ て 行き , BICMOS BEN Lt: 
最大 の 2 つの 火口 K. Oepas 及び EK. Ratoe を 生じ , [Wi SAAN eB 
し た 様 な 形 の も の と な つた の で ある 。 HLES, 今日 迄 に 此 等 双方 の 火 品 
内 の 各所 て , 更に OD IREE DME S21, OTK A OURS BWOD SD 
Oe cs cine oe 
F A HFK 1785 m 及び 1722.5 m の 高 さ に 在り , 叉 前 者 の KAO HEL LO 
TADIET 600m, 後者 の 夫 も 之 に 近い 。 千 此 の 他 に KK. Ratoe の 東部 外側 に , 


タラ シク ーー 


ーー 2 
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後に 生じ た 敷 箇 の 小 噴 火口 が ぁ る 。 最近 の 爆 癌 は 1926 年 に K. Ratoe 内 で 
起 つ た も の で , stone- 及び mud-eruption が 敷 回 あめ , 直 冬 50 m の 小 火 口 を 
4: U, ZAC K. Ecoma と いふ 名 が 付い て 居る 。 噴 気孔 は 至る BC 見 受け ら 
れる が , K. Oepas 及び K. Ratoe の 火口 内 部 , 並 に KK.Ratoe の 北部 及び 東 
ASM BRIAN Uk, LTD GAMO 出 て 居る WRB HOC, ZA Stik- 
vallei (Death Valley) と 呼ん で 居る 。 こ ヽ で て 屋 々 人 の 生命 が 奪 は れ た 事 も 
ある の で て で, 1926-7 ORS All, UO 毒 瓦 其 中 の COs RU 廿 5S の 量 を 
burette of Bunte で 日 々 測 つ た 結果 , ILO 含有 量 は 願 る 多く , 概ね COs は 
60 乃至 80 NIE, 叉 耳 』S は 10% WHR EF LIEV Ao 

ALA AOWES HOU OMS BBY BIER < & OES, MIM HF 
HEF SKOWAHO—MUC & L, 2% wr» CMF bo 


+ Sri Pamekas と いふ Galoeh の 王様 た に た ダヤン スム ビ (Dajang Soembi) と いふ 
王女 が あつ た 。 中 の 王女 に 叉 一 人 の 王子 が あつ て サン クウ リア ン (Sanglkoeriang) 
と 呼び , BORAL UCTHARPOK, MS HOM, 母子 は ALY 論 筆 を な し , 坪 
は 総 に 玉子 の 頭 に 傷つけ た の で , KARO, 多 《 OMRL IAL cHathnk FE 
宮 を 去り , MESH (EL CS ( OMPF EE, PRMAIRE MG CHO, 
Aw J) A aS HEE LCE, PEDIC WEY, Karang Penanten 2 wa.tosk ¢ Che 
EhLAA CACHES, ガル ー 王 の 雪 を 買っ て 西 に 走っ た ! 母 ダ ヤ ャ ンス ム ビ と 


飼 し , 母 子 は 知ら ず に 婚約 を 取 結 ん だ 。 然 る に , 或 る 時 / 彼 の 女 は 彼ら 額 に ある 古傷 の 


MeL CHHHE (Mee b FH, 如何 に か し て 婚約 を 破棄 し た いも の と , HAH 
RR UGS Dia t ith BRM Se — Rompe Tjitaroem Yay c HEHE & Svc 
々 に 取 園 まれ た ペン ドン 高原 に 水 を 溢れ し め , 央 の 大 き な 湖 水 を 巨 天 な proa (+ A 
DORN IIC HRD TC HABE Lvs, PRS AF ILL OB BK bE CHIE & ATS と いふ 申出 を 
WLKGYIVIS YAMOMA LAW HER ERIC ( HECK oO Bie FIR 
の 一 部 は , 直ちに Tjitaroem yal o BiH ICES, ZILA hte ~ ( BIKE EV 倒し , 丘 
EMT teint bh, 軍隊 の 他 の 一 部 は , PRREAS LICH SW ろ し 《 く 大 き な proa 
を 造る べき MERG, LELORSA BMH WKRCMV wD. OR, 仕事 は 順 が 
THER eR SRB, NY FY ORME 水 を 洪 へ る に 至っ つた 。 と ト に 於 て , CB 
に 進み , や の 山 の 項 か ら 之 を 眺め た ダヤン スム Ems be, Bramah の 滞 た に 記 つ 
て 助 を と ふた の で , fis REEL AW RR KOREIBS KR ROKRS BK 
に 投 ず る や , MEOKS PER & OKO, PECROKEMSE~( REKHOR 
PYIVDIT YOBRKigProa 2HY, RY, KO MRLR( BHT SHO, Hh 
OWE Lice Proa が タン ター ペン プラ ラー に な つた の だ こと いふ 。 LOPES 見 た 
彼 の 女 は 悲し みか の 余り , 今 は 山 の 項 と な つて 居る Proao fe > DEH, 基 の 死 を 共に 
Leo THLE REOBALS & AL ( PRE Hc FS Bit, RS vv WAFL 
ZERBLTHS と 優 べ へ られ る 。 


山 の 各 所 の 名 笑 に は 此 の 停 褒 に 因 ん だ も の が 上 願 る 多い 。 (RF) 


Mey 


yy 
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405, 新 硫 物 Larnite CCasSi04) 

Scawt Hil CAG S ABtL B= Hey 
a & OBA AM IC (LHRH te 3 AT O 
KE. Hrpic, 2a0-Si0ng に 営 る 大 
SRI Un BE Slt BALE V > 地方 名 Larne ic 
因 み larnite 24 HEV, APM BA 
AM SAAARIC LC, ESSBAIC AB Fric BRA HE 
me BT SCL Vo WBAICIEIC LT 
Heil $y FPS (He te Vg C= 1.707, B=1.715, 
y=1.730, y-— a==0.023, #4 tr S PAR 
fee FATT 28 C100) cB FT MeV Le TICS ft 
も a:C=13~14° we YQ larnite (a7KICAL 
され 容易 た Ca (COW). CASH, Mair 
CHI Bi LEIMMET o 

PEER EIK WSC BM BL 2Ca0-Si0 2 


は Wright に ょ れ ば 次 の 三 型 あり , 
唱 系 a B ¥ ¥-h HE 
a@-Cagsio4g gt 1,715 1,790 1,737 0,023 rE 


B-Ca2gsio4 ff 1,717 +++ 1,735 0,018 JE 
7y-Ca2sio4 HR 1,642 1,645 1,6540,015 B 
larnite は « 型 た 一 致す 。 然るに 及び 
8 PAA MAIC HS CARRE LC IB 
SAS V , MH LT B-2CaO- SiO, Othe 
に は BROBB LEO, Hb セメント 
BUGIS IS CBRL ER ORAL LC Kb 
SAMY, AME BAM SIM AS 
る 時 は 同様 の 現象 起 る 。 叉 同様 の 結果 は 
衝撃 の た め 起 れ り 。 HU SBA 
HAO BERD IC LCE MIC Ac 


TC y-Cag SIO4 KC =-FKES BIL CMin. 
Mag., 22, 77~83,1929) (387K) 
406, Pik Buszit, 

Moma Alfio Khan ょ り 産 し た る 12 
x9mn ow の Dsrn CDitrigonal-bipyramidale 
Klasse) に 属す る 結 品 (人 工 結 品 と 自然 
結 品 を 合 し て % Bsnitoit の み で Buszit 
ES LCVIOOP Ltr SBtr Vo MRE 
26) (CC. Ekir 3 Beryllkristall を き 
HEV COMRAS5 LOA, iM 
平滑 な ら ざ る Hw MAMET S % eee HA 
OPE & VY Here SHAS as c=]: 1.1792 
K LT ROLL, R C1101), m C1120), 
c (0001), p CLOLO), (18.5.23.0), (4150), 
(9211.0) 等 の 面 及 それ 等 の MOM & 
RD, 計 穫 値 と ょ く 一 致す る を 見 る 。 硬 度 
(25 SIC CH te B HEA C8 IS PEE 
EBL, WAHAB Ss 黄色 に て 多 色 性 
は 認め ず , RB—L72 BRS 高けれ 
どる も 敷 量 的 に は 研究 せ ず 。 MHD SBS 
詳し き KBD ASHE, DHA 
の 結果 は EEPR D fC Neodymium, Erbium, 
Praseodymium, Europium oie use & 
ERAT Y GEMISRORKEBT Lo 
ic OB Blt Ai Busz の 名 に 因 み て 
re DHE Vo (Znb. A. 202~295, 1929) 

(高根 
407, BHRBOBRARA Labunzom, 
A, N. 

ISIRA RR RIL 二 っ の AYIC fe a] Li, 一 
RA BRR te LIAVMON 7 = 2 
APrBIRK UT, と の 例 な は 南 クル ウェ | 
及び 東 カ ナダ の クエ ベッ ク 及 オン タリ オオ 
に 見 らち る 。 他 の 一 っ は 焼 灰 石 が 主 成 分 た 


Steinwachs, E, 


ae 


19888) 抄 


GK 


る 火山 岩 及 結 唱 質 岸 石 に し て その 例 は え 
ペイ ン の アル メリ ア ら の Sjierra de Cabo-de- 
Gata DJEBEAIRIC LT 15~30% OBER 
At Svo.N sa 74 EB © Chibnia-Tundren 
ORAIKKAL Bt aA kc UT, 40~60 
% OVEIRA & Bie. & O Chibina-Tundren 
に 於 て は SMOBRIC 分 た れ , HRIKA ls 
AML PAN t Hho BA Na 
(Chibinite) と の #efgyeic 見 出 され 」 BE 
JRA 40-~60%, FA 385-~55%, その 他 に 
=F, FINA, UA, F チタ ン BERR 約 
5% を 含む 。 次 に Flusses Sludjanka の 
Rayon (in 4 ALOK tiie LSE 
(Phlogopite) Di ARP IC HAIR A as HL— © 
Hii t LCI GRA ICM ALES 9 
Mb Wit ®  H DO Phlogopite BMX k ¢ 
IAMS, 更に Chibina-Tundren 及び Ray- 
ND OBIRA OD LBA O 結果 を 表示 せ 
Y, (Nature. 36, 192~195. 1928)(#R RJ 
408, PRAMAS EY 見 た る WE 
BARU SRERBRO BROW Kalb, G. 
Koch, L. 

BURA t GHEE + OPN BILLA « 
ょ り 認 め ら る , HAMA LROM MD Vo 
Ne C04 (ASY 

MEA 48 : 10.2:6.0 R72SiO』 

金 線 玉 442: 9.39: 5.47 BeAl。O』 

FECL AY (< (2 PRE a U2 333 BE ISS SRY 
に る も 生じ , CRE RAY CAFO Db 
On 2 FRE, 微細 構造 艇 , 成因 前 類似 
SSB © RREOBRIC E CRIES A 
と し て 興味 深き 研究 を な せり 。 出現 の 暴 
DRS ZEB OFF MM OME ERD 
を = ダリ イ 氏 三角 投影 賠 に 投影 し て 研究 


Ao 


Lic BHR, BIEN IC 成 生 せる AIC 


は (010 う , C110}, (O21) te BHF AATT K ¢ HE 
SEL, COLO) KY THURS te L, <- 軸 の 
方 た の び , 時 に a- 軸 の 方 た に の びる と と あ 
Vo lc Peridot で 基 性 噴出 岩 の 成 分 を 
tet, Typ ICSabbach) と す 。 SA 
WyRAoOtokKlt —MD V, oS BHA 
の Typ II CMonzoni) (2 fa 'h D For- 
sterite, Monticellit Tephroit と し て 知ら 
h, (O10), C120), CHUL) の 面 よ く 出 現し 
c- 軸 の 方 に の び 時 に a-lhi] Dj IK DO 3, BK 
玉 の と の 型 に は Tokowaja 産 の も の あり 。 
Typ III は (100), C010), @1L) ome 


a 


XC BLL CLO) ICMR E BL, EMI a 


BIC OU co WICK (OR, TOK 
Hite oid Triblitz 産 の も の で , 主 に 
Fayalit で ェ デ フト 産 の Peridot BK 
属し WA OZ RIC AEF, SREO TO 
#D*OK Greenfield FE OYLOHV 
(Zb. A. 169~174, 1929) CAH 

409, 金属 性 斑 物 の 異 方 性 の 研究 Samp- 
son, F, 

従 氷 あまり 偏光 光線 た にょ り て 研究 せら 
れ ざ り し 人 金属 性 奏 物 に , 下面 偏 光線 を 投 
射 せ し むれ ば ; 僅 か に penetrate Lc Hey 
OAM) LAL, RHO AMHR OFF 
あめ に 一 般 に 偏光 面 を 廻 貫 せしめ あら る 。 と 
D Shiv Fe TE OER & BAZE LC BE O BH VER 
Mb ES SK, HS he = 2a - BL 
て 偏光 せる 光 を 目的 物 に RAL ROA 
方 法 に よっ つて それ を 試験 を り 。 1. 解析 = 
ュ ル を 直 変 させ て FS, 2. 解析 = コル 


& D> LAMA S 2 CHAO yk, 3. Wright 


の bi-quarz wedge plate &AJU 3 yo 


4 
: 


BD 


———— ee LF 
1. の 方 法 は あぁ まり MECH 2. OH | 


BBBKBO SO gypsum plate に 相 党 | 
し 最も Bette 1,3. 11a e BE | 
に 知ら ちん と する 定量 的 方 法 な り 。 £¥o | 
RBAGtHEL( RWL—,=o RBH 
を る 示 そ り 。 PBN SHBOUEE S | 
で large arc lamp Kt BEBtBese ) 
& & 282 Y CEcon. Geol, 24 412493, | 
1929) (BH) 
410, PRRAREBRA Minami. Y. | 
本 地方 の マグ ゲッタ イト 年 に 産 了 する 補導 | 
Hila GEBBKE LSU, GRHBS Ls | 
同一 閑 品 に A2% BRE. LETH | 
に え ベ ペク トル 分 本 を 行 へ リ 。 BREE | 
れ ば sz5=1.743, 8p =1.756, p=1.763。 
ZEAE ( . X= FABRE, Y—BKBE, 
2 一 黄 褐 赤 。 HBA DGBZRO Ii し 。 


SiOz 3040% CLa, Nd)2023 11.18% 
Na20 0.06 CY¥,Dy)203 2.92 
K20--- 0.06 CegO3----+--- 8 87 
MgO-.-- 0.06 TiQz---.----. 0.47 
CaO--- 8,82 ThOg ee + | By if 
FeO--- 11.47 S102 «++ 0.66 
MrO... 2.63 Fg O-ee- rs eee ee 2.05 
Ee202 3.58 CO ee 0.33 
AlgOg 15.45 Tetal 100.78 


HERE Y 4R’O, 3R” 203. 6Si0 2. 
H20t fe. CeRU VY RPI AZROB 
ATZOAXD br BE), 2H ネ ベ 
クト ル に は Pr, Nd 著しく 表 は れ た り 。 
(Nat, Res. Con. J., 4,1~5, 1929) 

a) 


411, 斑 物 中 に 於 ける ジル コ ニ ウ ム , ハフ 


ニウム 及 ニオ ビ ウ ム , 2725L0 FE 
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OZ, Hevesy, G, Wiirstlin, K. 
77=-VAEEHRESERBLISE 
Rice り 短 ちら れず ず , テ フフ ニ タラ ADiBEY 
WMA=VADBEY BEPEI,AT= 
クウ っ を 含む 16 BOBWD X-Bxz~<7t 
LBB OSG Ris HlO2: Z1024+-H0n は 
0.0024 & 9 0.22 328 y BH 000 な 


| 0,2 と Hiohoeer. 4BHRe 
| の 見 地 に AC. BRB SEOnD 


ARK BEY bNKESZLESBE 
fa UZ(, RHEOBAK RVSLE OR 
BAABRACRG 6 FEOMBHZLK 
BRBOAE £4 L- Gi atom core の #9 
BWiREK LABRET. =2 e742 
ZAYRILOZSKERBAK CHKE 
の 元素 の 一 つが B{ Zi, MOB ic 
あり て は 他 の 元素 示 含 有 す 。 有 息 理 由 及 = 
FEVLEAYRAIAL SEBEL 
C#ALAt ABW, 272722 BE 
SEBACRAKRC*7=72LBr 
Zo (Zits. f. Phys. Chem, 139. 605~ 
614, 1928) (#8) 


412, ZRBAAD 24220 BZ0E8 
#2(“3ECT Harbich, E, 
CDRAK Ke bk BARAOKRA 
(i ~ 3+ Midland Mts. 及び Hessen 
の Vogelsberg HK BSe 6 FRB 
BPrvueht Stor it.zo BE 


KiZ2oB@tL ti LSHKAG EEE 


Gieete UCR L, ii UCKh Bid 2.711 
~3.250 KR~V. FRR CORMRAF 
173 OB8 BRU 1233 ORB, 2, 

3 OHOPRRLMS 1 HOPG. 琶 
Ho#¢Bo08: の を slide-gauged 
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TW Vo WB Hh SILT S 75 1c 
me ( LCWEe 5 ite SPRUE & AH 
ih Bia Ic | LS RO PRCT BRL, そ 
DFAS Hy ARE & RD Fe Vo 一 般 に 双 
bn lt SRE th & te FAM e 有 を せり 。 

(Tscherm, Min, Petr, Mitt, 39, 204~ 
219, 1928) (ARAL) 


BEBRUAKUA 


113, SBEPLHAVBA NS 

BIC PO CT HVPE SQ 
Bye tS GARY ae fs BR ant De 3K A BE 
FERRER OMT ICC, MB CBSA) 
Oaths BERS MAB ISIE 
長石 , MAH, ME, BF 2 VE, =F 
DY, =F VHA, Ny reEDAD, BER 
Fi, BET. FAY GER WIC UA, 7 ノン 
hut4 b EA, 方 解 石 , リウ コク タクシ 
YERED Hig PU 7 4 PAK, 筆者 
(22 ASE S Se A © AL VINA Ris 7 
A DY BEM IC BD CHMUT LANDY 
Chih SS; 41, 285~289 We 4, 1929.) (ERY 
NL, 岩石 の 分 類 法 及 び 命 名 法 Loswin- 
son-Lessing, F. 

ARE PRLS tb 酸性 火山 岩 に は 
“Quartz” な る 語 を 用 ゐ , 他 の 火山 岩 に て 
FERIA Mire tL ARS SE vanbia 
PAVE LARS Sm “Soxy” な る 語 を 用 ふ , 
Oxyporphyry の 如 し , か くし て Porphyry 
と Oxyporphyry(acid-porphyry) 2 % | Fi) 
L$, RIC Keratophyres proper 及び 
Oxykeratophyre は 酸性 な Yat O BE 4 te 
Paleotypic Protopneumatolytic 人 火成岩 と し 


Sk 


CHA bHMBK UREES( AAT. 
Keratophyre 2 HEARERS 
の 火山 岩 に FA す る に 反し Oxykerato- 
phyre (& 7€ hed 2 2 Eg DE A IK THIS 3 Ie 
Wari. hike 灰 草 長石, BKEA 
ょ りゃ 曹長 石 を 多く 含有 す 。 更 に Oxy- 
keratophyrite は Adamellite k V JER Bia 
Dh owe Gs Keratophyrite は 内 
長 岩 ~ithia より ARa~Wikaig © 
種類 を 含有 す 。 故に 此 等 の 岩石 は アル カ ヵ カ 
VI XVSTAH IAMS (BAT 
LSM AIC FENIE Keratophyrite 及 Oxy- 
keratophyrite (LA RB BROA RR 
KikGHE—-BRECLCHEALAA 
3, Ac Keratophyre, Oxykeratophyre, 
及 Quartzkeratophyre ® HK fH BTS 
Keratophyrite,Oxykeratophyrite 及 Quartz- 
keratophyrite 4 (x [i 別 し 得 。 CComp. 
Rend, ds Ac. d. Sc. de. YM URSS, 139 
~142, 1928) (HRA) 

415, キ [ ス ト 1 ン ペ グマ タイ ト の 硫化 
fEFAONEFE Landes, K. K. 

着 者 は 1927 BO BH aR 州 キ 」 ス 
ト 」 ン 地方 へ 出張 し . と の MPIC Bee 
る ペグ マタ イト の 野外 調査 を な し , そ の 
TlH = ARABIC CC OMBEGODO 
あり 。 こ と の ペ ゲ マタ イト 中 の 多 《 く の 特種 
Tidy OSH, Ebay 及び X 線 前 研究 の 
諸 結 果 は 後日 その 研究 の 完結 する を 俊 ち 
CHAE SE~(, と と に は ME HORM 
REL ULCMRI SELBY, HOR 
初 た と の 地方 の 地質 一 般 を 論じ , 牧 に Jr 
4a BADR TERE © SN IR 態 を 部 
ML, RIC COMB BMe zs 4 筑 亡 の 
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ペグ ダグ マタ イト に 就き その 各 の 現 出 欺 態 及 
び 同 件 春物 の 種類 並 に 特質 を 述べ . 更に 
進み て その 唱 出 期 た 及 ペ リ 。 即 ち 第 一 其 
ICBSTCRA SARA PBL V AAs LBE 
物 は 黒色 電 無 石 , AL, MEA, Triphy- 
lite BRA, 微 斜 長石 及び 石英 等 に し て , 
ZERO ICL UC HRY Lior 
Yo POMC HEY Caw Mic oK~T 
マタ イト 中 に 浸透 し , 先 に 結 品 せ UMD 
を 置換 し Bei, Amblygonite ERE SE 
の 大 結晶 を 生 ぜ し め た り 。 第 三 期 た 於 て 
は 熱 水深 液 は 早期 磯 物 を 置換 し , See 
Feta し, BHA CCleavelandite), y » 7 
母 , 白雲 母 , WIAA Andicolite), 石英 及び 
DA, thie OMe ZH OS BBS & 
fie LORY, CAm. Min, 13, 519~ 
530, 537~558, 1928) (AAR) 

416, New Hampshire の ペグ マタ 
4k Megathlin, G, R. 

A HOBIE AP KIRA ONT x 
AALSGUMS VY, Ate Slr th 100 M cz 
L, WARD THEL, IRE © BENS 
MEIC LD CHIC 6 MATE 
% SRA ARAL efits 0 Bea 
KAA MBA, ROVER EA LBS 
WE OFER 生 ぜ し も ゃ の に し て , RIC EA 
石化 作用 は WEAR BY, 特質 的 RE 
を 示せ どる , BAK RHIC 石英 に 富み 
RY BRA e ACY, BBY S 長石 は 
HEL | AK UCRBEAPK 
BEKO BRAGA L, 叉 或 ゃ の は HM 
な る 終 駄 と し て 前 者 に 下 行 そり , SEIS 
は Alling は 置換 た 依ら ちず exsolution に 
因 る さき こと と を SY Las, PHS Uh 


構造 を WEA の RRA IR EAD IC 
する を BLL, CRWH ONT LAA 
b DRAB ARE YT RWI V Cheon 
Geol,, 24, 163~181, 1921) GEA. 
417, BAREO 化 皇 成分 と BEBE 
SORA Powers, H. A. 

RiP Kb dS ERA O 分 析 50 種 
DER DICWS 3 AAAI UGE fh O 
MIL OREM DARK D, 著者 は 分 
Arzek Yo normative OFV3k, 正 長 石 , BHE 
石 を 出し これ ら の 三 つ に て 100% に な る 
や ゃ ら 計 和 濾し な ほし と れ ら を 三成 分 賠 に 距 
台 せり 。 と れ に ょ り 岩 右 忠 に 於 ける 過量 
DETRO MB DO 石 基 の 型 を KRALL, と 
の norm に て 2622 以上 の HHO 場合 は 
Rhyolitic 構造 を 示し , それ 以下 な る と き 
は Trachytic 橋 造 を 示せ る こと と を 認め た 
Yo RM norm ょ より は 殆 ん ど 線 さて の 岩石 
が Vogt fm Anchi-euteciic の 成分 位置 近 
《 CRD AVE, PEA ORVFIC T (ak, Vogt rg 
の Anchi-sutectic WULF MWS 6A 
FLANYV CJ. Geol, 37,268 ~271 (yap ey ) 
418, Bushveld Igneous Complex 
に 就 い て Daly, R. A, 

大 規模 の Basin Structure を 以 て 知ら 
れ た る 此 の Complex は 厚 き Waterberg 
層 (早期 古生代 ? う KREG IRB DB 
bo 著者 は Complex を 次 の 五 部 に 大 別 
し , 4a FAO e5 FAS BATE, 相互 開 係 及 噴 
出 時 期 を 詳 論 し , ICR O HER HT に 
立脚 し て , Fah Ee AR SEER es HEIL Tbe 
内 部 の 分 化 作用 に て APRA 3, & HE 
噴出 後 の 分 化 現象 更に 岩 の 長石 化 作 用 
He dime Yo 
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(LD) 最上 部 Felsite 及び 乏 よ り 基 性 の 
Pyrocrastic rock た し て , Transvaal 4A 
岩 SH EAE , (2) Granophyre 及 赤 色 
粗 粒 花 賠 岩 の 不 規則 な る 厚 層 , (3〕 う 非常 に 
厚 き Norite Wire Marte Bir, CO BRE 
Norite Dj #EALM% SB Transvaal RH we 
CWEIAFS TRA BAA ? DEUS Norite 及 dia- 
base oie pk, (5) Bi & EUR FS BA 
を 成 し て Norite を 切る 粗 粒 桃色 花 賠 岩 

著者 は Felsite を Complex 中 に 編入 す 
る 事 , MAIC WEES Stk, 頁岩 の 大 
Bh & HR te TE. IC 噴出 期 を 異 
に する 赤色 Si0e747% RPE Sil off 
DL) tha & AO Hic BAL, RF BE 
所 の 諸氏 と 意見 を 異 に す 。 最 後に 兵 一 流 
の 見 地 ょ り Basin structure を 度 明 する 三 
RARE TAS Yo 結局 沈降 の 原因 は 如何 
SAL, Peers Norite 周 結 せる 
後 新 に 洗 降 を る シア CSial) の tN 
(Palingenesis) し て 生 ゼ ぜ り リ と の 意見 を 有 
JF SHOML, CB. Geol. S. Am., 39, 
703-~768, 1928) C_E RAD 
419, 現今 活動 最も 星 ん な る 火山 地方 
Sapper, K, 

著者 は 世界 の 火山 地方 の 相 開 活動 力 
を 示す 含め に AMIEL AREE, Je i? D Fe 
SRS SOME UT 示せ る RBI 
BY, 1500 年 以 米 の 噴出 物 の 量 , Kee の 
長き LOOMS) COMO e SW Hh 
TiC MIG LAME YV, ZEORBRBE IL 
REFS SIMRO KBAR L eR 
ko ALPHA 3 ATE 
大 に 見 積 ら れ 居 ら ず と せ そば, Awla 1500 
Je UPR 50km3 © 1 te UC Mee 


8k 


Oe BOLE HD, MP BANA RS 
HARUN ICM SA & Yh IC BEE Vg IC 
BHC (LABETE ES fr Yo 

WEF WE LAIRD 綿 量 320~325 
km3 OPYWLE 上 瑞 む る イン ド ネ シャ 滑 
然 頭角 を 現 は し HPO CPR) Be 
Aleuten-Alaska 71 Hi3+5 AA FE 100km 
の 単位 長 さ 上 の 7B WN OI, RA 
物 に 就 い て は 最も 若き 中 米 火 山地 方 が 及 
さて の 炎 山 地方 の 中 に て 最も 多く 供給 し 
AY FRY VIE 第 二 位 た に 落ち , Aleuten- 
Alaska は 第 三 位 を 占め , 残余 の 火山 地方 
(£32 F AIC FEY 。 

MIKA WAM HK TE— % OK IU BHC 
噴出 物 の 量 を 異 に する は Mamts 3’, 4 
YEFRYVOWAYE RKB CARB 
YY) © Bytes PIIC HE Yo BUS At ae 100 
Af OPER KK 1i km3 の 噴出 と な る 。 

3 DERI SAF ORE AIA HB as 
大 陸 間 に 介在 する は 注目 に 値 す 可 し 。 mK 
D dF Ye (LAH AK Old B PRES FE 
す 。 評 米 及 北米 の 子午 線 の 方 向 に 延長 せ 
る 火 由 地方 に 謀 LP A HH Fy CRANE 1 
RES VAY CHOKE OE 
KC LACK BAK BS RES Dy 1S LAR 
の 位置 に ある も ゃ の な らん 。 か くる 考察 は 
地 体 笑 造 の 見 地 ょ り Humboldt oc 
推 遷 そる 所 た し て ,1873 eA (x Seebach 
BZ S% OV, CZ. f. Vulk. 
11, 181~187,1928.) CERI) 

420, ラ ツ セ ン 火 山 附 近 に 於 ける HHO 
噴火 Williams, Howell, 

本 論 六 は ラッ セン 吐 の 北 斜 面 に 存在 す 
る 異常 な る 堆積 物 “a torrential yolcanic 


wo 
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breccia” OPRHRe EMT, 

FY 2 VIED Thc oc pyroclastic, 
dacitic eruption #2) Peni Zee HER L, Bt 
ALG SHS 1800 ROBe Csr oe 
大 な る dacite の spine FBYVRL BOE 
Vo Jb spine aStReye & MT ACA E A 
Ale S BER APO _b ICE HE LC 150, 
000,000 立方 礁 の 大 崩 を 惹起 そり 。 雌 現 
Kis ee Be ys Cdry rock stream) £ Ho 
泥 流 の 中 間 に 属 する 者 な リ 。 

125 OMA ILMLAIC DCH RSH 
She ANS GRO matrix %) cee 
SAI LCM ANMHEA © hn ¢ WIS te 
居 た る 者 な り 。(Univ. Calif, Publ. Dept. 
Geol. 17, 241~263, 1958) C 上 田 〕 
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491, DESSRR Zavaritskii 

D7 WhO FB ORR be © Hh RO 
KOK S dunite OKA & eA L, A 
Seig dunite の 下部 に 集中 され , 常に ク ョ 
+ PROS RATE L, ARR ELC CCK 
BRInkVL RV, 最後 に ロシア と ト 
ラン スペ | WIP 3K eT 
比較 せら ちる 。(Mining Ind. Mag. S. Africa, 
7, 503~4, 547~50, 1929) Crp BF) 

402, 瑞 典 , Langban MERE, ニュ 1 ジ 
v1 > 1d Franklin RT ISRT 
Palache, C, 

Laugban piped ICM, Wile & HEL, Ub 
WIR A ih BBB Te S PARE PRO t HED, WI 
か に 各々 分 離し て , その 母 岩 た る 白雲 岩 
の 次 代 作 用 に ょ っ て 生じ た る も の な り 。 
RO WEA L と し て は ARTE ERAT IS UL 


て , PAMDIE CDA Cafe Jasperoid & #5 
GS る に 反し , We, BHA, ANA 
[53 RGAE ED A Hv vy FLV DEL & RACE 
Fo COMBAT え ヵ ルン Heit, 赤 鐵 
Bi Jxsperoid & Gye B BIC CAFE L, 

W) Dc Plas HAO recrystallization 及 
O SD TBE IC XY CHM Se 
る も の な る さ ミ べし 。 YWafsPa braunite, 及 
hausmannite に し て , HILFE, FE 
石 局 , FAN AS, PAAR RE DO 2 Av 
ルン を 件 ひ , AO 開 係 は BSA EHOR & 
BEGET O Ya BE TAREE Yo ASME IC LE 
に , と これ ら paragenetic minerals の 成因 に 
BL Caml L, THR AD 時 期 を 三 期 た 分 
BT, H—WC LAIR braunite を 生 
じ , 第 二 勘 た は , と これ ら が AHH haus- 
mannite ICS) , 次 で 最後 の 第 三 期 に は 

vein minerals と し て , arsenites, native 

lead, pyrochrolite; thaumasite, tilasite, 

margarosanite, 其他 種々 の 稀有 元素 を 含 
有する 硫 物 を 形成 せり 。 HAA Lot 
き Langban ARR Oe & Franklin pepe 
E SEHR LC, MADR ASSES ES hi fe BR 
FES SPh, RU 両者 と も 種々 の ti TR 
EAT S RIC CHETAUe V LIL, 

FE IC PADIS Ic BIB as HEL te 3 te, 

温度 の 上 昇 を 見 , かく て 多量 の wi ma 
め る え カ ルン を 形成 し を る も ゃ の な る る も 、 

忠 温 度 上 昇 の 原因 は 各々 異な れる も ゃ の に 
し て ;Langban に 於 て は 之 は 単に regional 
te SICIKLL, Franklin. に 於 て は BERT 
の た め な り と し , 叉 前 者 に た 於 て は ,lead, 

arsenic, antimony “ opty & ee S tii 
ATOR 2 DARI IK & NEC AGE Y LEO 
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な る る %, BHICRPTCH, THEO*MOWUEH 
後 の pegmatite に 仰 で も の な り リ と 論 ぜ ゼ り 。 
CAm. min,, 14, 43~47,.1929) (PBF) 
423, SBRMORAOWS. AHH409 
BER 6 
424, BARE RE 
AREAL, ARRAN 安泰 線 以 束 の AR 
YR, MRR. 章 河 口 間 の 道路 に 洛 ふ 一 淀 に 
UT, 基 中 に 次 の 二 太 山 を 包含 す , (12 楊 
ANE ORC ER DRY (2) 馬鹿 溝 銅 山 。 前 者 は 
章 河 口 塵 を 弄る 東方 約 20km に 位 し , Hh’ 


(AACR, BBE, BOLE AR 


AERA RE, DORA XV te YU, DER IEE 
RB a 2 WR IC (HERA t ARAL O 
HARRAH ICRRS » BRA IE ERY 
The ELL BOAT を IOHES . MAI 
BEB Fi HRA eS) 後者 即ち 馬鹿 
HeSH WS 本 渓 湖 の 東 々 南 約 70 km. KS 
y, 地質 は 奥 陶 紀 石 炭 央 と ea kV 
り CRRA BAKA & thi a + OBAGM 
(C5 ¢ Ae aPC PRR Eee Bal 
TRAC 富み , HEATED 外 , TET, 磁 鐵 
BED DBR OBE DIKE UF CRE 
71, 35~70, 1929,) (PEF) 
425, @vRPRO SiS COre shoot) (= 
BET Hulin, C. D, 

4¢ SUBIC PST, ore shoots の 成因 を 攻 
完 し て , 之 を よく 了解 する と と は , Hew 
術 前 に 重要 な る の みな ら ず , そ の BRO 
経 潜 前 見 地 ょ りゃ 叉 重要 な る も の な り 。 
HER EK S BHA oO Ore shooisik az 
々 ある SHEL 有する も の に し て , 決し 
て 偶然 の 現象 の た あめ に 任意 た 形成 され た 
る も の に 非 ず し て , MS 一 定 の BRAK 


OR, WHO 原因 の 中 その 何れ か に ょ よ 
りり て 生じ た る も の な り 。Lindgren 氏 は ore- 
shoots ERO ( DEV. CL) Magm- 
atic segregation shoots, (2, Metamorphic 
shoots, (3)Replacement shcots, (4) Shoots 
of ascending circulation, (5) Wadose 

shoots, AE Dts, 著者 は , ARAASCIC INCH 
(4) の も の, 即ち solution 双 は emanation 
の 作用 に て 形成 され た る epigenetic de- 
posit の ore shoot に つき て 次 の 各 項 に 豆 
り Ca¥ VQ C1) ore shoot OR AIC BA 
LILA EE b BB ME, (2) ore shoot の 
TE (3) Bitte lc RO 3 Bile, C4) BNR 


TER OBE. (9) BD: OE, C6) 泉 


WEEE CT) ore shoot JPR OBE, C8) 
o.e shoot $S32 ci Bt SHH (Econ, 
Geol,, 24, 14~49, 1929) (ip BF ) 

426, 印度 カシ ミル 産 ボ 1 キサ イト AR 
936 ZR o 
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127, 地質 時 代 と 石油 の 産 額 ANA 


AY 38 O PIC ST dk AERO K 
部 分 は 古生代 層 が 占め て 居り , TERI H 
て 石油 業 の 始め て HEA Ke te VY L 1859 年 
に は , ペ マン シル ペ バニ = ア の Ape RM ょ 
ZEEE), 石油 工業 の 最初 ょ より 今 り 日 
OD 72 年 を 3 分 し て 初期 中期, 後期 と 
THE, HMO ERO KH 9 BS Disa F 
生 代 の も ゃ の な り 。 証し て 米 國 に 於 て は 基 
後 1900 年 迄 は 依然 と し て 古生代 層 の ゃ も 


の は 9 割 4 分 を 占め た る る も , 基 後 第 三 紀 _ 


層 の も ゃ の が 増加 する に 及び , 1906 年 に 於 
て は 古生代 層 の 石油 は 3 割 3 分 た に た 下り, 


ont) 
ca 

y, ; a} \ 

i y eaten 

; 4 ‘yay hat 
Fae a ea eM 


yb 


6 90545) 


第 三 紀 選 の も ゃ の は 6 HHS ICM y 。 
PRUKBIIC IE TIL RE WAMBO % の が 
MASS LC, HS BG 分 を 占め , 第 三 
WOO HVS, Moric jp 
CHEST YS HAE ICD ARO Th 
ASA LAL V, CHICFRU TIDE 
額 も 激増 する に 至れ り 。 MUP mit 
Bik BocHs し き BR ttexvy 
き 。1921 年 に 於 ける SHE O FALE 
EME UE, 古生代 層 342 忠 性 代 選 3422 
新生 代 選 2 な り 。 

吉 生 代 居 の 石油 の 産地 は 1857 年 以来 
FS DiS KMS RMR 中 部 に Ron, th 
PUN GE Eh] D HF AE ft Jt D Arh © HEAT Te % 
LA SRV 最も 石油 の 産出 の 多 
き は 古生代 の 石炭 紀 , (PAC © Fee, 新 
生 代 の 第 三 紀 な り 。 基 最近 3 ヶ年 間 の 産 
額 の 割合 は 次 の 如 し 。 


CB)  ( 五 炭 弓 ) (mH) (第 三 組 ) 計 
A826 [48% 5% 
1926 259% 22% 46% 959% 
1927 219% 149% 469% 84% 


CA ORS 3k, 45. 364~368, 1929) LAA) 
428, 束 カ ン サ サス WO RMIT 
Charles, H. H., Page, J. H. 
KaAyyrzaNoRMs ode a'P XY 
RLY HY LA, FHF ICBC HA 
頁岩 より 多量 に 噴出 し っ つっ ゝ あり, 初め 各 
井 基 40,000 ft3 を 噴出 し 最も 多き ゃ の 
は 300,000 ft3 KHER VY, MK 900,000 ft 3 
Cie S HUHS SO, ome toi 
RAC LCHMBE kL, WOMDLoO 
は 恐らく 《 Pocket OYRHRICHT SOE 
推定 を そら る 。 UELO MM SHO A O 


量 の ZDAROBPRKK SLOL 考 へ 
bh, WS Cl) RY ee se 有機 物 の 
量 の 部 分 前 差違 , (2) WA OFLA, 3) 
fracture 及び jointing OBy, RU C4 REE 
Sr V, BW FORMOMM Reb - 
St, 多量 の KRAMEBAT S Baw 
頁岩 に し て , 基 上 部 に 石灰 岩 を 兵 有 す 。 営 
WOM ah OBU & a OB & & 
比 す る に , 後 者 は ダッ リン Pe AZBKE 
Ato 即ち ' 14=865~93,3%, C2 Hs 
=4.7~9.0%, CO2=0.3~0.6%, N=14~ 
3.5% な り 。 A IE RTI © HB ee, 
設備 等 に 就き て 詳 輝 せり 。(B. AL A. 
Petrl, Geol., 13, 867 ~381, 19299C 和信 木 〕 
429, HARBOE BIRR AN 

著者 は 越後 油田 の 地層 を 上 , 中 , 下部 及 
OYE RS SHB DELL, 秋田 油田 の Sih et 
を 上 , 中 , 下 , ROBE MC DL REE 
TERT SAAORAREE AMBRE 
SIM BIAIC HS CHEM US PATE 
D Sb ECAR AG, 含 油層 の 位置 . HEHE & aie 
U ALPS Yh FAP @ 471 FE 2 Sih et & BP EV 

ALE IC WS CALETA & EM LOS 
る 油田 は HBL, 石狩 油田 及び Baath 
HIC LC, 280 含 油層 の 位置 及 各 油田 
の 地層 を 将 比 せり 。 

SLY IC PST SB EV LF IN © DR 
SA CLC 基地 質 を 上 下部 に 分類 
LAAR OPS BRE YD CARER, 
45, 369-~386, 1929) CAA) 

430, 4c#AGIRBS Wise 

北 樺太 に 於 ける 石油 産地 は 主 に 東海 岸 
に し て , 北 は そえ へ LUBA FY ey 
| 地方 包 200 WE @ fi] O YA FERRIC HY O15 


~ IKE D 


90646) yb 


WH aS BEES 9 ALHEK ATH Bill O fF % 3 
Bills 其 内 8 ヶ所 に し て , aL 面積 800 BY 
CRE TIRE US CHRSSR, 4 
387~391, 19 9) CAR) 

431, 油井 の 難 泌 に 就 て HUF 

Fy ARI IC ASC Hie SER DS NS 
Mii SH 7 ele Ht bs \ Bow Ale 
OBS ie ARAM IC HS OTF 
ク It | DAABRMA, HE HEI 依る He 
AKL D EAS, HA MESUIF © BLUR. A VE 
Bi ONE CHM T HRM VY , 
CA DEG RE 45, 451~357, 1929) CAA) 


a) 


432, FEE OSRHEA TRB 

電 無 泳動 に よる 陶土 の 精製 條 件 を 吟味 
し , DMG を 行 へ り 。 陶土 を 水中 に 
FEF UE AAI Ee ER, 粒子 
ACHES 9 AIC RINE i IE 7 
ヵ リ 濃度 低 き 場合 に は 基 濃 度 に 比例 す 。 
然 れ どる も 御 土 精製 た に 誰 て 加 ふ べき 電解 質 
の 量 及 び 種 類 は 粘土 の 性 質 に ょ りす 一 定 せ 
Fo ARRHIC IE 1C~20x107 FN wee 
BER & EA Yo MMO REA IS 
ERAOSS PCR HAMS V,{ 
LTR LF OS et ee ATS PE 
KU BCM Lo RMA oO RAS VRE OR 
FEC K VLE F OT ae JRO bh, 
Pte Kis igs MAE LSet 
AREA Ze bo HOE ER & AWD 3 HRS 
HLIC LOB Fic Hh LRH RL MAPA 
SY AROMRE RAV, CARER) 
220, 1~15, #3) CHAD 


cg 


433, 水 成 粘土 の 研究 Goldschmidt, 
Vv. M. 

Oslo KBRWEBAE OWT Yo Mab 
Blk AME RA, (2) HBR, 
RE (3) MV RD & HST o Mia +F 
DWE IK OWN & Bist. OFF TE © BS FAC Bi 
CHI ULROIMNE BRE T~Y) 9 MSH 
Hr ARDR yId GB LAI 1 & vv OFA 3 
fet & DRY, RIC SPRATT UL Bid Ra ae 
LVRS So RIC SPC HS 
KCiR eRe ~HRODF Is Mite 
性 な る を 以 て 此 の 電場 に 来る や 水分 子 の 
RUA BRA RAT Zh EA © he 
PE Dea TPE OAV Vo FELIKIC (RSs 
る に dipolar %*# bX SRL AW 3 Hels 
hid ERO LMS Fo RHC dipolar 
BEAL (BIE SO2, NHI3) 液 を 用 
WARS hihis hake BT. HCH 
LIKE OBA AM Sle ERS HH IR 
多き ほど 粘土 の 性 質 は 著しく な る べし 。 
閉 者 等 は 粘土 の 吸水 性 る 赤 下 分 極 作用 に 
開 係 する も ゃ の と 倍 じ , HO RA OBE 
L424 y PIER OH SBR e & BW 
BALEV, BT SK HELO CD 
Dee Chay) vy, SAE) RQH 
MINTESDFLAT SROPEOMA 
子 に 起因 す と 論 結 せり 。 (Econ. Geol, 
Review, 23, 463~466, 1928) (3878) 
434, 印度 Kashmir #8 | $4 b 
Rw, T. V. M. 

MW HOR | HZ bp AHERRBOR 
石灰 岩上 に 横 は り 7~LOMBSV , Hemia 
ABC 移 化し , 上 部 は aH ROAR 
FC BIS % 0 BCH Te S PLES LER 


en ee 


» “ $& 


207¢47) 


eT 


FRCEROFT AR | ルル 微 卓 を 認め 

LEVY AR, FR “th, IE 3 
RES 9 FUIFBRREKK し て 70~8022 
bY MFC eA EAD E MAKER 
な り 。 微 成分 を 除け ば Alg 03s・ HH20 に 
相 営 し , X HAMS BYNES HE 
の Boehmite に 相 営 する も ゃ の な り 。 雌 成 
因 は 石灰 岩上 の 粘土 が ボラ テラ イト 化 作用 
を 受け ボ |) Fe Abe AU, Za BIH 
水 し て デ ヤ スポ] ん と 同様 の も の 水 酸 化 
物 と な れ り 。 病 し て と ヒマラヤ 隆起 の 地 
ine File Ee Ha Sah IC BE LP BRL & BEY “Cc 
boehmite ょ り diaspore ~MRRHE & De Z 


な る ご さく, 従 て Kashmir Hh OPE KIL 


少量 の デ ャ スポ | ルル と 大 部 分 の bcehmite 
ょ り 成 る を 特 敏 と な す 。(Min. Mag., 22, 
87~91, 1929). GRAD 

435, CasSiOs, OME = AH4ND2AR 
436, 磁器 中 に 於 ける 球 璃 の 影響 Kraner 
H. M., 

QE ES a Vk JE wy aI BS LAK 
HASS . Oo ( Het Se YV La 
BADKDAT Ab RAR bite 
EER IC Fh te BOS & AES SIC BAIT 
は 減少 する の 結果 を 見 る と HEL, ACM 
BME BS SHALE T o MICWBOVE 
Alte a OMI BARDS 3 & [aR IC 
ZEBMe SEROMA CHT TER 
to HEB RA OW OME Lk HF 
F OPAC Be KIEL HET 素 
地 の 性 質 に 鐵 化 を 生ずる と と を Si0o~ 
Alg 0g~MgO 三 元 系 の 場合 に 就 て 考察 
to (J. Amer, Cer. Soc,, 12, 383~ 
389) CHAD 


437, 三成 分 系 H20-AlzO0s Hii'tig- 
G. F., Wittgenstein, E. v, 

洗 滋 水 酸 化 アル ミニ = ウム * ゲ ル は 時間 
OMI LILICHE RA Lt) trihydrate を 
ke Ree Lee 
gillite (Al,03,3H30) oleh e Hed 
LT isomer 2 UCHtb 3S, 天然 の 
hydrargilliteyz 192°+-2°C 1c ACA HEL, 
Alg Og -HeO £%S OX Miny ic ETE 
tr Vo J. Bohm (x X HNC MEL. ¥ J 
キサ イト の 主 成分 は Alg Og HO に し 

て , FUHGE BAR AMAL diaspore と 同一 な 
ら ず , J. de Lapparent DHBZEIC {RY Zk 
Bohmite と LUCHA BS Yo MICKRKC 
fig monohydrate 存在 す 。 賞 験 前 に は 
diaspore K 相 営 せ る 水 酸 化 物 を 得 ず 。 か 

く 水 酸化 物 も 赤 AlgOs & Tal peat A Os 
態 を 有する と と 知ら る くに 及び 相互 の 障 
UME L AV LEARNT NE 

ya ‘oH 

AlgO3 y-AlgO3 

AlgO3.H2g0 Bohmite 

AlyOz.3H,0 Hydrargillite 42% 
Di Ve. CZ: chem., 171. 323-~ 
843, 1928) (FRAN) 


石 ik 


438, 石炭 中 の 窒素 化合 物 Ali 
著者 は 右 炭 の 微量 成分 た る 窒素 化合 物 
DFC HV, 第 一 に MME IC WT S 
各 成 生物 の Bee UME L, 第 二 に Kaa 
炭酸 に て 抽出 し , 抽出 成 生 物 中 の 窒素 測 
定 , MEIC 原 炭 及 抽 出 成 生物 の 分 析 及 び 抽 
出 物 の 浴 別 分 析 を 試み , 第 三 に 抽出 成 生 


Corundum 


diaspore 


anorg, 


208¢48) ib 


Sk 


Hy Be Whore 2 (UR SER BC BR aR NC UL BH GT EH IK BR 

LA IMR VEaSVO HM Hes 
温度 の 測定 を 行 ひ ; 次 で PACED 際 各 
MEIC ST YEH FTORARE ME 
200 LEOMEO HH RE BA OMA IC 
KY TH CHIEROM LS 

L. Ai pe PRIN IH 2 BS EB yee) @ BES ay 
(Lhd Cc 少量 た に し て 抽出 物 は HOR 
分 析 の 結果 に 徴 す る に 微量 ウタ | HIE 
OPE ik OI & BAT 

2. STH EH AE BY Hh Py 2 BRED HY, 
HARON Re 見 る に , 大 体 に 於 て 抽出 
物 中 の 寒 素 は ター を 宏 素 の 根 原 を な し , 
残 湾 中 の 窒素 は アン モニ = ャ ヤ の 根 原 を 成 し 
右 談 中 に た 二 種類 の 窒素 化合 物 婦 ち 絞 脂 性 
及 ウ ルミ ン 性 窒素 化合 物 の 存在 せる 事 を 
WIC V SCHR, 80, 523536, 昭和 4 年 ) 

C488 5. 3 
439. 中 央 印度 Korea, Bokaro Mia 
LRIFSBROLEERD EOE 
Fermor, L L, 

#5 AL EPROP RRO _b Boe LL I WS 
ける AKO BRIE, SHRI OT 
ZA ERML, ZH 分 析 を 比重 の 測定 
ETN SARA KMCRAE VS POL 
て Korea 地方 の 石炭 の 比重 と 灰分 と の 
間 に a=100 Cg-k) な る REL Sic 
HRV, と と に a は 灰分 百分比 、g は 比 
重なり 。k は 灰分 を 含ま ざる Hino 
に し て , 同一 地方 の 石炭 に 於 て は 一 室 の 
{ih 2 AT o 

ARGH & Bokaro ih jo AICHE 
吟味 そる に , 90 種 の 資料 中 , RA 頁岩 
を る も 含め て , 灰分 の 含有 量 50% 以下 の も 


の に あり て は 大 体 に た 於 て 成立 を 見 た り 。 
但し 此 の 場合 な は 前 者 の "1,28 な る に 習 

し て 1,26 - な り 。- 固 に AOL © Arie are 
Barkar 統 に 属す 。50% 以上 の 灰分 を 含 
AV SRA ARS) CARN 2a 
する を 得 ず 。 

炊 に 著者 は Bokaro WAHL VPM } 
Tite PAE 岩 を Vitrain—Durain 及 
Vitrain 一 炭 質 頁岩 の 爾 系 に 分 て り 。 前 系 
に あり て は 灰分 は 23831 一 39,11, Hee 
123~1,65IC Lt, Zk Liko Mist kV 
求め た る 敷 と 比較 する に その 差 0 な り 。 
Ge Hic VY CiLIRD dL 27,61~89,41% 
上 比重 は 1,49~2.58 に し て , 差 は —9,04~ 
+0,45 な り 。Korea Hh FE UERKR ZA 
peta #a-C Vitrain—Durain 系 に 属す 。 

着 者 は 猫 な 石炭 を 一 種 の 
system ELT EMOMROMWE AD, 
TAP © MEIC BEC am TS MT Vo - 


disperse 


. (Fue), 8 16~29, 1929) (#851) 


440, Krym, Pantschenko mp OE 
EI5¥t 7 Stadnikow, G., Proskurnina, N, 

閉 者 は Krym, Pantschenko 両氏 の 推定 
せる 各種 右 談 の FcClg WK WI Se 
FOES REAL 3H 能 は ず と し て , RO 
如き 二 つ の 理由 を 掲げ た り 。 

1. 現在 た RS Clik 石炭 の Elektrolyt- 
16sung 及 Kolloid léung CBS SWB 
ERET SUES o 2, Hibs, % ve 及 低温 
PRO FeCls WRC SS oH ew 
むる を 得 ず 。 : 

2. 着 者 は 反 座 後 の 深 液 中 に Fe” が 存在 
する と すれ ば , それ は 資料 の Mpa se 
り 浴 解せ る も のか, Rik FeClsg と 石炭 中 


が 
oe 
A ae Fae 


yb 


ie 20949) 


D Fe” 化合 物 と の 間 に Base の 交換 が 行 


は れ た る に 忠 因 す と 推定 せり 。 


ZK し て Krym, Pantschenko pig 
ROM. VAIL SMe Vo 

L. 反 座 後 の 深 液 中 に 屋 々 石炭 灰分 中 の 
BO Hi kV & AHO Fe” OEE BH 
及 る 2 JLMBAE [a] REF IK FRU Fe” を 次 第 
に 増加 する 事 よ り 見 れ ば , Fe’ の 石炭 の 
灰分 中 より 生じ た る も の の みな ら ざ る は 
Htc Vo Male Krym RE a hie © cE 
BEL LUBED K CRD BAS 3 Be 
4K K TK StLOLER? VO (Brennstoff 
Chem., 10, 65, 1929) (#851) 

441, RRPORRAASE 賀 田 立 二 , 
MARNE » 

REEL UC the © LH 2 BA ise OD 
RROBRIC LVS MHL ES. # 
AL ZBRKECRM SAAT SMSHV, HW 
HES Whine ORE IE Se SOWA TKHE, BE 
1c PARE MBE & SERED I 2 TH WR Rie D BEBE 
固定 量 と の WR & BL 次 で 硫黄 周 定 
ML LCWHAK, ~7 ty -v HAS LH 
加 し 硫黄 の 固定 試験 を 試み , HEMBRIC 示 
す が 如 き 結 論 を 得 た り 。 

灯 炭 中 の 硫黄 の 固定 量 は 燃焼 温度 及 時 
ICHBe 5262 WC, MOBIC 留意 
FSUWRS Vo PBC ACHR RO 
TAZ 2D i OP HBG Ms HO & PRE 
を 添加 すれ ば , BALE 全部 の 硫黄 を 灰分 
中 に 周 定 する EGS LOC 19. 414~ 
427 昭和 四 年 う 【〔 鈴 見 


BH TE OB 


442, NalO3-—NaCl—H2,O% Foote, 


H, W. & Vance, J. E. 

JERIC BTS BO HRs, Ram- 
melsberg 及 Ditte Hic KV HI~ Bike Bo 
が が, 著者 は と の PisBic 2NalOg. 3NaCl. 
LOH 20 % SKE Y SHOR St 
及び 35° の 間 の 三成 分 系 を 研究 し て 0°, 
15°, 25°, 35° に 於 ける 4 らら 溶解 度 等 温 
線 を 決定 し その 中 に 複 壊 の 存する 事 を 示 
せり 。 RERDR OBB MRIMB & 
WED, か 《 LC BLM a HEB BBE 24,69 2 3 
融 温度 の 間 に 於 て 溶液 と BEA LC EET 
る を 知れ り 。 叉 2 の 三成 分 系 共 融 跡 が あ 
DY Liat, BURR & NiCl. 2HeO に し て , 
AIL AERER NsIOg. 5HeO EAT, B 
KE OF R AS RK RR, L AB GH RIC 
ある 5 の invariant OM RAE Vo 
CAm, J. Sci, 17. 425~430, 1929) て 瀬戸 〕 
443. B#ZOBPEBK Caley. EK, 
Foulk, C. W. 

eA LE PER AY 7 = 1 vee 
HN .CoHg0y.Mg(CoHg0e)2. 3U03 
CoHg09)2. 6 HoO と UCTHMLE 
BLE Rs Le KIC fe WE ee 
&KERV RBWRERLE VY, 今 基 方 
HERA CMe UCHR AL 
MYR E 5c.c 以下 に し ZK BO 量 に 
RAKES RLY 7 = | UPR & hn 230 
~ 10 ZAR CARL LO HAPS ICA 


"放し 次 に I5% OF raw | MKT PHO 


X OPV % 30 分間 SOERREIC CT BEd LFF 
EET, LX OPEUB-D te & HIE 60~70° wo 
REDS I CHD Lt OARRE RIES 


冷や し 15~25 cc の -HO' RRL lb 


EK K YU Bkome et. (J. Amer, 


210050) 紗 


8 


Chem, Soc, 6. 1664~1674, 1929)C 瀬 戸 〕 
4314, AH—BKMEO Size-property 
に 開 す る 統計 時 部 研究 Hatch, T,, 
Choate, S P. 

GRAZ] — ARIAT © size-property 

(表面 積 及び 容積 ) と その Particle size 
LORMRAD 明か な ら ざ り し る も, 著者 等 
a West Sy HEC XY HES Particle size 
を 定義 し , 次 に と の 両者 の 開 係 を BY 
に 解決 すべ 【 く 試み を り 。 即 不 均 一 粒状 物 
BoD Particle size は その Size-frequency 
curve SMG L CHE ie SBRAG 
線 の Statistical. parameter (Mg 及び cg) 
に ょ り て 決定 さる 。 次 に 此 paramete 2 
細 粉 され し 物質 の Size-property と の 開 
係 を 質 験 的 に 確定 そん た め ARR 
Atk BD 3 FL OAMNB} & FA d Size=frequency 
curve の parameter を 測定 する と共に, 1 
SPORT OBR HH ORAM SE & 
測定 せる に , そ の GRAM BE & 
ょ くす 一 致し , これ ら WAILERS 
SFSRMNV Oo MLTCOME RU 68 ic 
ょ り て Particle sizexX RFT SHH, A 
(BHORM LAT BREW OPE) 
RED FYHORMEAT 3 tL FoR 
4) を 使用 し て 計算 する より も ゃ 一 選 精 確 
に し て 上 且 速 か な り 。 Cl. Frank, Inst., 207, 
369 ~387, 1929) [根本 〕 

945, Ro SH CMTS Ban CkE 
力 Gillson, J. 

HL FFA Willis grav a b y WAS Ic 
BRE S ““ Horizontalist or Verticalist” 9 
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